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1は じめ に

これ まで、商業高校 は、わが国の産業経済 の発展 を担 う有為 な職業人 の育成 に重要 な役 割 を

果 た して きた。 しか し近 年、社会の変化 や科学技術 の進展等 に伴 い、商業高校 におけ る教 育 や

指導 の内容 ・方法 などの見直 しが強 く求 め られている。 また、経 済成長 に伴 う所得水準 の向上

や少子化傾 向 と学歴 偏重 の社会的風潮等 が相 ま って普通科志向が強 まるとと もに、商業高 校 に

おいて も目的意識 が明確 でない生徒、基礎学力が十 分でな い生徒 が増加 す る傾向が み られ るよ

うにな った。 このよ うな状況 を踏 まえ、商業高校 の改善 ・充実 を図 るたあ諸施 策が実施 され て

いる。例 えば、「高等学校 改善検討協議会」 の報告 によれば、次 の7点 が指摘 されてい る。

① 多様 な選択科 目の開設 や資格取 得を 目指 した柔軟 な教育課程 の編成

② 進級 ・卒業認定 の弾力化や転 ・編入学 の柔軟 な受入 れに対応 した内規 ・基準 の整備

③ 基礎 ・基 本や体験 的な学習 を重視 した教育 の推進、「(仮称)先 端 技術教育 セ ンター」

の活用 、学校 間連携等 の教育 内容 ・方法 の改善 ・充実

総合学科 の設 置や学科 の再編成 など新 しいタイプの学校 の創設

地域社会 ・企業 との連携 の強化

生涯学習社 会への対応 、教育条件 の整備

大学入試 の改善等 関係諸機関 の理解 と協 力、中学校 におけ る進路指導 と入学者選抜 制

度 の改善

以上 の諸施策を実施す るなど して、生徒一人一人 の特性 を生か し、進路希望等 に沿 った教 育

を推進 す ることによ って、生 徒が 自己現実 を図 ると ともに、生涯 にわ たる学習活動 の基礎 を培

うことが必要で ある。

本研究 で は、 こ うした観点 に立 って高等学校学習指導要領(平 成元年 告示)の 基本方針 の う

ち特 に 「基礎基 本を重 視 し、個性 を生 かす教育」 と 「主体性 、創造性 を培 い、 自 ら学ぶ意 欲 と

能力 を高 め る教育 」の実現 を 目指 して、「生徒 が主体的 ・意欲的 に取 り組 む た めの指 導方 法 」

と 「新 しい学力観 によ る評価 の在 り方」 を具体化 した指導 内容 ・方法 の改善を商業科 の各 分 野

の科 目群 において検討 した。

ll生 徒が主体的 ・意欲的に取 り組むための指導 と評価の在 り方
1定 時制課程における流通経済分野の指導と評価

α)定 時制課程の現状

数十 年前 の定時制課程 は、授業 を は じめ

とす る学 校生 活 に意 欲的 ・積極 的に取 り組

む勤労学生 が多 く、全 日制課程以上 に活気

に満 ちて いた と聞 いて いる。

しか し、近年、学校生活 に意欲的 ・積極

的 に取 り組 んでい る生徒 の姿 を見 る ことが

・犠 鎚 召和≧、41∵ 急'4≧
/

43 44. 45

在藩 鰍 688 609 531 439 312

無轍%):、 2.9 13 0.8 不明 0.6

鞭;…}無麟 1' ,,を ∴' 3 4 5

荘 筆 滋. 177 170 168 152 157

無鞍 ⑱ ・ 22.0 18.8 26.2 27.0 40.8

(都立A商 業高校 学校要覧より作成)
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少 な くな った。例 えば、学習 の中で少 しで も困難 な場面 に直面す ると、生徒か ら 「そん な事 を

や って、何 の役 に立 っの?」 とか 「面倒 くさいか らやめよ うよ」 とい った諦 あの声が聞 こえ て

くることが ある。また、生徒 の中に は諦 めの声 も出さず、ただ教室 にいるだけという者 もいる。

この よ うな学習 に対 す る消極 的な態度 は、学 ぶ ことの充実感や成就感を味 わ った ことの ない現

れだ った り、 自分 自身 に対 す る自信 のな さの現 れだ った りして いるのではないだろ うか。 そ の

一 方で
、様 々な理 由か ら全 日制課程 を中途退学 し、定 時制課程 に入学 して くる生 徒 の中 には、

多少の問題 は自 らの力 で解 決す ることがで きる者 もいる。

この よ うに多様化 した生徒 た ちを 目前 にす る時 、学習指導 や教育課程編成上 の工 夫を一 層 図

るなどの対応 が求 あ られてい る。

(2)「 流通経済」 の配慮事項 と展開例

ア 定時制課程 と 「流通経 済」

「流通経済」 の学 習内容 は、商業 に関す る活動 の うち、流通 に関 わ る事項 を中心 とす るが、

日常生活 との関わ りの深 い事項 も多 く含 まれて いる。授業 に当た って、 こ うした事項 を積 極 的

に取 り上 げ ることで、生 徒が主体的 ・意欲的 に学習 に取 り組 むよ うにな るのではないだろうか。

授業 において実 習や視聴 覚教 材を積極 的 に取 り入 れ るな どの工夫 がみ られ るが、 やは り講義

が中心 にな ることが多 い。 ところが この講義中心の授 業形態 は、やや もす ると、生徒 に と って

受 け身 の授業 とな りが ちとな り、主体的 ・意欲的 に学 習 に取 り組 ませ ることが難 しい。そ こで、

生徒 の身近 にあ る事項 や生 活の中で生 かす ことので きる事項等 を積極 的 に取 り上 げ、十分 に時

間をか けて学 習に取 り組 ませ た り、 自 らの課題 と して考 え させた りす ることによ り、生徒 の学

習 に対す る興 味 ・関心が少 しずつ高 まるとと もに、主体性が育 まれ ると考え る。 このよ うな視

点 に立 って工 夫 した年間指導計画案や授業計画案の立 案を試みた。

イ 年間指導計 画案(別 表1)

本年間指導計 画案 は、学 習指導要領 に示 され た 「流通経済」の指導内容 の配列 と大 きく異 なっ

て い る。定 時制課程 に通学す る生徒 の実態 を見 ると、他 とのコ ミュニケー ションが うま くとれ

ず孤立 して しま う者や、繁華街 でキ ャッチセールスなどに騙 されそ うになった者 もいる。また、

定時制課程 にお ける授業料 の振 り込みが始 ま ったが、金融機関の仕組みが十 分理解 で きて い な

い生徒 もい る。 そ こで、 こうした観点 に立 って これ らの事項 の指導 に重点を置 いた。

本年 間指導 計画案 の特色 は、以下 の通 りである。「保 険」 に関 して は、 流通 関連 機 関 の ひ と

っ と して、「流通 の観点 か ら損害保 険を中心 に取 り扱 うこと」(高 等 学校学 習指導要領解説 商

業編 平成 元年12月 版p.28)と されて い るが、生徒 の中 には職業上運転免 許を取得 し、 実 際

に車両 を利 用 している生徒 もい る。その一方 で、事故 を起 こした場合、強制保険 だけで は十 分

な補 償がで きない状況 も生 じてい る。そ こで、無謀 な車両運行 の防止 や、保険 の適切 な利 用、

交通事故 の対処法 などにっ いて も理解 させ る必要 がある。 また、社会保険 にっ いては 「高齢 化

社会 への移 行やパ ー トタイマーの増加 など との関連か ら生命保険や社会保険等 につ いて触 れ る

こと も考え られる」(前 掲p.28)と 示 されて いるが、生徒 の中 には正 規 の雇 用 関係 に あ りな

が ら、給与控除 の意義 を理解 していない者 もい る。 そ こで、給与控除の意義等 の社 会全体 の し

くみな どを、基本的 な事例 を通 して理解 させ ることが重要 である。
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【別表1:年 間指 導計画 案】 (対 象学年 第1学 年 、履修単位:3単 位)

学 時
月 項 目 学 習 内 容 の 例 設 定 の 理 由

期 数

一 4 【コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 】 21 流 通活 動 に おけ る コ ミュ

学 5 Lコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 3 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン と 人 間 関 係 、 人 間 の 信 頼 ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 性 を

期 性 関係 と相 互理解 理 解 さ せ る と と もに 、 入

2.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 役 割 3 日常 生 活 に お け る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン と 円 滑 学 直後 の 、生 徒 同士 や教

な 人間関 係の形 成 師 と生 徒 の相 互理 解 の手

3.実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 15 身 だ し な み 、 礼 儀 作 法 、 マ ナ ー、 心 遭 い 、 話 段 と して コ ミ ュニ ケ ー シ

活 動 し方 、 言 葉 遣 い 、 敬 語 、 電 話 の か け 方 ・受 け ヨ ン の 能 力 を 育 成 し、 好

方 など を、企 業にお け る活 動 と日常生 活 にお ま しい人 間関 係 の形 成 に

ける活動 とを 合わせ て学 習す る 役 立 たせ た い。

6 【消 費 者教 育】 18 日常生 活 の中 で購 入 す る

7 L消 費 者問 題の 発生 1 商品 を安 く手 に 入れ た り

2.消 費 者の 権利 と企業 の対 応 2 消 費者 の権利 と責任 、企業 の社 会的責 任 豊か な生 活 を営 むた め に

3.消 費者問 題 と対策 15 は 、 賢 い 消 費 者 とな って

(1)価 格 の 問 題 4 市 場価格 、販売 価格 の構成 要素 、価格 政策 合理 的 な行動 を と る こと

(2)商 品 に関 す る問題 4 商 標 と消 費 者 の 意 識 、 表 示 マ ー ク、 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 そ

(3)販 売 に関す る問 題 4 様 々 な 悪 徳 商 法 、 ク ー リ ング オ フ 制 度 と 利 用 の ことが 、企 業 の行 動の

(4)消 費 者保 護の施 策 3 消 費者保 護法 、訪問 販売法 、製 造物責 任法 適正 化 にっ なが り、 社会

全体 の利 益 に桔 びつ くこ

と に 気 づ か せ た い 。

二 9 【流 通 経済 の しくみ と 「流 通経 済 」の 中で 最 も

学 10 地域 経済 】 21 基礎 的 な内 容で あ るが 、

期 1.経 済 生 活 の 発 展 4 生 産 ・消 費の 分化 と貨幣 、商業 の成 立 と発 展 生徒 の 興味 は、 あ ま り期

2.経 済 の し く み 5 経 済主 体 と経 済循環 、国 民経済 、国 際経済 、 待 で き な い 。 そ こで 、 現

地 域経済 と経 済圏 、地域 経済の 発展 と問題 代の 経 済生 活や 商品 流通

3.現 在 の 商 業 活 動 4 国民総 生産、 国内純 生直 、サ ー ビス経済化 の 特 徴 ・実 態 な ど を 、 身

4.流 通 機能 と担 当者 4 生 産 と消 費の 隔た り と流 通の機 能 近 な地域 に お け る経 済事

5.地 域 の 流 通 機 関 4 商 店 街 の 類 型 ・機 能 、 新 しい 街 づ く り 象 や流通 活 動の 例 を通 し

て 理 解 さ せ た い 。

11 【金 融 と支 払 い用具 】 18 日常 の生 活 の中 で利 用 す

12 1.金 融 の 機 能 1 るこ との多 い金 融機 関 が

2,金 融 の 種 類 1 直接金 融 ・間 接金 融、長 期金融 ・短 期金融 果 た して いる役 割 や機能

3.金 融 機関 の種 類 2 中央銀 行、民 間金 融機関 、政府 金融 機関 につ い て学 習 させ る とと

4.支 払 い 用 具 6 支 払 い用 具の 種類 、小切 手、手 形 もに、 簿記 会計 の学 習 に

5.普 通 銀 行 4 預 金 業 務 、 貸 出 業 務 、 為 替 案 務 、 そ の 他 も関 連 す る小 切 手や 手形

6.証 券 の 発 行 と 売 買 2 証 券の 発行、 株式 ・債券 、証券 会社 の基 礎 的 な内容 を理 解 さ

了.日 本 銀 行 2 日本銀 行の業 務、金 融政 策 せ た い 。

三 1 【保 険 】 27 本来 、 流通 関遷 機関 の ひ

学 2 1.保 険 の し くみ 2 とっ と して 扱 う内容 で あ

期 3 2.保 険 の 種 類 2 政 策保 険、普 通保険 るが 、 自動 車保 険 や社 会

3.損 害 保 険 15 保 険 など、 生徒 の生 活 に

(1)火 災 保 険 4 損 害保 険の用 語、 火災保 険の 内容、 利用法 関連 あ る と思わ れ る事項

(2)自 動 車 の 保 険 9 自動車 保険の 内容 、 自賠 責保 険、任 意保 険 を取 り上 げて、 少 し細 か

交 通事 故 と保 険の利 用、 損害賠 償 く学 習 さ せ た い 。

(3)新 しい 保 険 2 新 種 保 険 、 レ ジ ャ ー 保 険

4、社 会 保 険 5 医療保 険、年 金保 険、災 害捕 償保険 、雇用 保

険

5.生 命 保 険 3 死亡 保険 、生 存保 険、 養老保 険、 国営の 保険

ウ 授業計画案(別 表2)

講義形式 の授業形態 において 、生徒 自 らが学習への興 味 ・関心 を持 ち、主体 的 に取 り組 む授

業 計画案 を考 えてみた。この計画案で は、自動車保険に関す る指 導 内容 の うち 、主 に人身 事故

に関 わる損害賠償 につ いて取 り上 げた。この学習を通 して、個 人 的 に全 て の損 害 を償 う ことが

難 しい ことに気 づかせ るとともに、加害者 にな らな いような意識 を持 たせ ることが必要である。

一4一



【別表2二 授 業計画案】

学 習内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 事 例

導 交通 事故 の例 複数 の事 例を 印刷 した物 を読 む 交 通事故 は毎 日ど こか で発 生 し、
入 (平 成4年 度1日 平 均 約1,900件) 1.死 亡 事 例

その被害 者 ・加害者 の いず れ に もな 1.事 故 年 月 日:H1.1.18.

り得 るこ とに気づ かせ る 2.被 害 者:20歳 、 女 性

損 害賠 償 の例 各事 例に っい て、賠 償金額 が ど 比較 的高 額 な例 を取 り上 げ てお く 会 社員

の く らい に な る か 予 想 す る 正 解 は提 示す るが 、 自分で 支払 うこ 3.損 害 額:4,886(万 円)

自分 で支払 う ことの で きる金額 とが難 しい金 額で あ る ことを認識 さ ① 逸 失 利 益:2.956

か ど うか考 えて み る せ る ② 慰 謝 料:1.800

近 年特 に高 額 にな って いる こと ③ 葬 儀費:100

を確 認す る ④ 弁 護士 費 用:30

展 損 害賠 償 の内 人 身事 故 の例 を考え る 各事 例 につ いて以下 の項 目の金額 を

開 容 示 す ようにす る ∬.後 遺 症 事 例

1被 害 者生 存 ○ 治療 関係 費 入 院料、 投薬 料、看 護料 な どが 含ま 1.事 故 年 月 日:S62.6.26.

の場 合 れ る ことを補 う 2。被 害 者:61歳 、 女 性

○ 通院 交通 費 主 婦

○休業損害 (後 遺症 害8級)

○ 入通 院慰 謝料 慰謝 料の 意味 、性格 な どを補 う 3.損 害 額=2,105(万 円)

○ 弁護士 費 用 ① 治療 費:278

② 入 院雑 費 ・9
2(被 害 者 生 (1に 加 え …) ③ 通院 交通 費 ・3

存 で 〉後 遺 ○後 遺 障害 に よる逸失 利益 逸失 利益 の意味 、性 格 な どを補 う ④ 休業 損害289
障 害が 残 る 計算 式 は提示す るが 、新 ホ フマ ン係 ⑤ 入通 院慰 謝 料:140

場合 数 、 ラ イ プ ニ ッ ツ係 数 に つ い て は 紹 ⑥ 後遺 障害 によ

介 に とどめ る る逸 失利 益:716

○後 遺障 害 によ る慰謝 料 ⑦ 後遺 障害 に

よ る 慰 謝 料;600

3被 害者 死 亡 ○逸 失利 益 ⑧ 弁護 士 費用:70
の場 合 ○慰 謝料

○葬 儀費用

○ 弁 護士 費用
な どの項 目があ る ことを理 解

す る

整 本 時 のま とめ 損 害 賠償 の範 囲 は幅 広 いが、 無 次の時 間の 予告(過 失 相殺 、対 物事
理 制 限 で はな い ことを確認 して お

く

故)

工 評価 について

評価 にっいて は、授 業中の小 テス トや定期考査 に基 づ くことが多 くな るが、生 徒 の授業 に対

す る取 り組 み方 や 自 らの考 えを表現す ることがで きるかな どをよ く観 察 して評 価す る ことが必

要 である。

しか し、 これ以外 に、授 業で学習 した知識 ・技能 を 日々の生活 の中で どの よ うに生 か して い

くか とい うことも評価 の観点 に なると考 え る。例 えば、無保険車両 を利用 して いた生徒 が少 な

くと も強制保険 に加入 す るとか、 アルバイ トの方 が手元 に残 る金額 がいいか らと将 来の生 活 を

安 易 に考 えて いた生徒 が、就職 にっいて真剣 に考 え出す とい う姿が見 られ るよ うになれば、 そ

のよ うなこと も評価 の対象 にな る。 しか しこれは、学校内 だけで評価 で きる問題 で はな く、 生

徒 た ちが社 会の中 で評価 され ることである ととも・に、学校 や教師が どのよ うな指導 を したか を

評価 され ることに もな る。
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(3)情 操教育 の一環 と しての 「商業デザ イン」

ア 「商業デ ザイ ン」 を学習 させ ることの意義

経済 の急速 な発展 が もた らした高度情報化や国際化、並 びに少子化等 、激 しく変化 す る社 会

環境 によ り、価値観 の多様 な生徒が定時制課程に在籍 す るよ うにな った。 こう した生 徒 の学 習

ニーズに適切 に応 え るたあに も、選択幅 の広 い弾力的な教育課程 の編成 が望 まれて いる。講 義

中心の授業形態だ けではなか なか学習 に意欲 を示 さな い生徒 の多 い定時制課程 にお いて、授 業

改善 は大 きな課題の一っで ある。

生徒 の多 くは、読書の機会 は少な いが コ ミック雑誌 はよ く読ん でお り、 ビジュアル感覚 に富

んだ世代 であ り、授 業の工夫 によって は、「商業 デザ イ ン」の学習 を通 して、 意欲 的 ・主 体 的

に授業 に参加 させ ることがで きると考 えた。

視覚 を通 して ある情報を伝達す ることを 目的 とした全て のデザ イ ンを 「商業 デザイ ン」 と呼

ぶ ことがで きる。「商業 デザイ ン」 はテ レビや新 聞等 の媒体 を中 心 と した造形 的 な情報 伝 達 手

段 であ る。絵、写真、 イラス トな どを中心 と し言葉 によ らない情報伝達 は、極 めて有効 な情報

伝達手段 であ る。 この よ うに、「商業 デザイ ン」 は、商業 に関わ る科 目の中 で も極 あて現 代 的

な要素 の強 い科 目で ある。

イ 授業 の実態 と生徒の反応

授業 を通 して素晴 らしい作 品を製作 す る生徒 も多数 いる。 しか し、その反 面、美術 は苦 手 と

顔 を背 ける生 徒 もいる。 こう した生徒 に対 して は 「『学 ぶ』 とい うことは 『真 似(ま ね)び 』

か らきてい る」 という言葉 で励 ま し、美術関係 の書物、雑誌等 の参考 資料 の中か ら、生徒 自 ら

が興味 ・関心 を持 った図案等 を描かせ る ことか ら始 めることが大切であ る。 とにか く一 っの作

品を制作 させ るとい う指導 をす る ことによ り、満足感や成就感 を実感 させ るとと もに、授 業 に

対 して興味 ・関心 を持 たせ ることがで きるよ うにな る。

ウ なぜ情操教育 なのか

生徒一人一人 の作品 の制作 に取 り組む姿勢や学 習過程 をみてい ると生徒 の性格 が よ く現 れ て

い る。 そ こで、指導方法 を工夫す る ことによって、生徒 の心 の内面 に触 れ る会話 がで きる と考

えた。例 えば、「俺 は、小学校 の時 か らノー トを とった ことが ない。」 と発言 して いた生徒が 、

鉛筆 で トレー シングペーパ ーを使用 して いるところな どを観察 してい ると、手を真 っ黒 に汚 し

筆圧 も人一倍強 く、指 にかか る負担が大 きす ぎて、 これでは疲 れて ノー トを とることが苦痛 だ

ろ うと理解 で きた。そ こで、指 の力を抜 いて描 くよ うに指導す る と、手 が疲 れな くなったた め

か、 その後 は ノー トを とるよ うになった。

また、色彩 に関 わる心理 テス トなどを実施 す ることも、生徒 に興味 ・関心 を もたす動機 付 け

と して有効 であ るとともに、生徒理解 に役立っ。また、切 り絵 やペーパ ーク ラフ トな ど細 か い

作業をす るこ とによ り、 目や手が痛 いと言 いなが らも、次第 に集 中力 が身 に付 いた り作 品 が完

成 したときの喜 びを味わ っている。一つの作品を完成 させ ることで、学習 の区切 りを付 け させ

ることが、生徒 に与 える影響 は大 き く、作業 を途 中で、投 げ出 して しま う生徒 が減 った り、 自

分 でやればで きるとい う自信 にもつなが ってい る。

また、学 校行 事等 への参加 も、文化祭 、体育祭 のポス ター作成、正門 のアーチや入退場 門等
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の大作 の制 作 、芸術祭 への作 品の出品 とい う形 で行 って いる。

この ように 「商業 デザイ ン」 とい う科 目 は、生徒 の感情 の動 きを把握 した り、生 徒 との対 話

の機会 を よ り一層増 や した りす るな ど、学習指導 に止 ま らず、生徒指導 において もきめ細 か な

指導 が可 能で あ る。

工 指導 のね らい

(7>講 義 形式 の授業 だけで は、やや もす ると生徒 の興味 ・関心が低 くな る傾 向が あ り、作 品

制 作や実習を積極 的に取 り入 れ ることによ って、生徒 に受 け入 れやす くす ると と もに、 彼

らの持 って いる能力 や技術 を伸長 させ る ことができる。

ω 「流 通経済」、「マーケテ ィング」、「商品」、「経営」等 の学習内容 と関連 があ り理論 的 な

側面 を具体的 に発展 させ、表現 させ る知識 ・技能 を身 に付 けさせ る。

(ウ)単 に美的 な感覚 や表現力 、鑑賞力 を養 うだけでな く、作品 の制作等 の体験 的学 習を通 し

て集 中力を身 に付 け、一 っの作 品を完成 させ る ことによる満足感 ・成就感 を与 え る ことが

で きる。

オ 年 間指 導計画案(2単 位)

毎週 、2時 間連続 の授業 で最終学年 に履修 させ る ことを想定 して い る。(別 表1)

力 授業計画 案 【POP(PointofPurchaseAdvertising)広 告】

年 間指導計 画の 中か ら、 ここでは、スーパ ーにおけるプ ライスカー ドの作成 にっ いて2単 位

の授業 の展 開例 を取 り上 げた。

ω 指導 のね らい ・

① 「流通 経済」 の売買 の章 で販売促進 に関わ る理論を学んだが、その復習を兼ねなが らスー

パ ーにお けるプ ライスカー ドを実際 に作成 させ る。

② 数字 の書 き方 の練習 か ら指導 を始 め、順次、 その他 の技能を身 に付 けさせ る。

③ フェル トペ ンやボスカを使用 して作品 を制作 させ るが、 その際、 レイア ウ トに は十 分 留

意 す る。

ω 授業計 画案(別 表2)

資料① ペンの持 ち方 とペンの運 び 資料②数字 の書 き方

確繋 2
囹

2
囹

田
團
團

資料③ プ ライスカー ドの見本
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【別表1:年 間指導計画案 】

肥 .巴 学冒内容 学習の
当 当 単元 指導の目鱈 方法と
時 時 (項目) 閥心 ・意欲 ・態度 思考。判断 技能 ・衰現 知繊。理解 形態
数 数

一 2 デリ背の基礎 ○綬秦の愈義やねらいについて理屏させる

学 ω ●敦師の話しを熱心に聞 ●目分の考えをまとめる ●丁寧に描くことができ ●イン敷陽鴨デワ脅に対応し ・醗義

期 向業デザイ くことがで音たか 際、見通しを掩って行 たか たデザインであること ・ア ンケー

ンのガイダ ●授桑内容について穫櫨 うことができたか ●ペン逼び等の技法が確 が正 しく壇解できたか ト
ンス 的に賀聞したか 寅に身に付いたか

●アンケー ト等にまじめ ●鰯性的に褒現すること
に回答したか ができたか

2 ② ○色彩が人闇に与える影警にっいて、カラー心瑠 ●色についての関心を掩 ●色彩について自らの体 ●色彩は光であることが ・講義

色彩につい テス トなどを実施することによって貫味 ・開心 つことができたか 験についてまとめ考え 理解できたか。 ・カ ラー心

て を搏たせる ●心理テストに対して意 ることができたか ●色彩に関わる基本的、 理テスト
欲的に取り組むことが 蕃瑳的知識を身に付け の実施
できたか ているか

●教師の話しを熱心に聞

くことができたか

4 131 ○漢字 。平仮名・カタカナ ・英文字・数字 ・明朝 ●自ら進んで寅料等を養 ●それぞれの字体の違い ●文字に関わる知蹴を身 ・実習

レタリング 体 ・ゴシック体等の書き方を練習させる。 考にして糠習したか を識別することができ に付けることができた ・作業

●失敬しても帖り強く取 るか か ・靖義

ウ紐むことができたか ■客橿字体が生じた憲寝 ●時κの変選とともに文
●熱心にまた集申して作 について理騨できたか 字の歴史についての知

品の朝作に取り組むこ 繊を身に付けることが
とができたか できたか

6 剛文字の応 ○自分の名前の理fン化をし、作品を完成させる ●遭切な賓料を調査 ・研 ●自分の名前を工夫しデ ●丁寧に播 くことができ ●ロゴタイプには邑々な ・実習

用 究することができたか ザイン化することがで たか 種類があり、社会のな ・作品制作

プライベ ●粘り強く作晶制作に取 きたか ●遮やかに仕上げるこが かでの取り入れられ方
一 トロゴ タ り継むことができたか できたか が理解できたか
イブ ●熱心にまた集申して作 ●色彩的な感覚は良かっ

品の制作に取り糎むご たか
とができたか ●美しく仕上げることが

できたか
2 グラフ1,好ワ脅

⑤ ○宜伝、広告デザイン、広告にっいての知蹴の躍 ●教師の話しを静かに聞 ●グラフィックデザイン ●グラフィックデザイン 。講義

グラ フィッ
.解を図る

ぐことができたか が広告の身野においτ にかかわる墓職的な知
クデザイン ●広告、デザインに貝味 活用されていることの 識を身に付けることが
の種顛 ・開心を持つことがで 壇由を拳げることがで できたか

きたか きたか

6 16POPア ート ○スーパーにおけるブライスカードを闘作させる ●旬作の手層をよく遷解 ●駒買心瑠をっかむため ●商島とPOPア ートな ●数字についての知議を ・講義

広告のイラ できたか の工夫や設定ができた どがマッチし、効果的 持つことができたか ・作品制作
ス トレーシ ●察際に見かけたプライ か な衰現ができたか ●購買心環の法則を理解
9ン スカードについて重と ●丁寧に仕上げることが ずることがで毒たか

めることがで蓉たか できたか

8 m Oア ニメーション映画の康口になるセ畠画を旬作さ ●アニメーシ●ンに貝味 ●アニメ映薗の制作費な ●セル臓を手順通りに描 ●テレビ広告の特徽に関 。作晶制作
イラス トレ せ る。 を掩ちテレビ、映画等 どがいくらかかるか考 くことができたか わる基本的知蹴が身に ・実 習
一シ ョン が制咋される過程にっ えることができたか。 ●色彩的に美しく仕上げ 付いているか
セルロの制 いて貝壕関心を持つこ ●アニメ映ロー本にっい ることができたか ●広告の特徽について理
作 とがで倉たか てセル顧の必婁枚数を 解することができたか

考えることができたか

二 8 ⑧ O芸 術鍋への出品作晶を制作させる。 ●禽単な図案でなく、困 ● トレー シングベ ーパー ●作品を契しく仕上げる ●切り絵作家の理艀や作 ・作品制作
学 切り絵 難な作品に愈欲的に挑 やチャコベ噛パーを工 ことができたか 晶の鑑賞を遍 して、切
期 嚇したか 夫して使用することが ●仕損じをすることはな り絵に閾わる瑠解を深

●楓気よく作晶制偉に取 でさたか。 かったか めることができたか
り魍むことができたか

6 {9〕 O文 化鑛、体責桑寡への震示作品や案内、パンフ ●自ら進んで作晶旬作に ●他の者に対して強く訴 ●簡潔であるとともに必 ●ポスターの特徽、レイ 。作品制作
ポス ター レットを創俘させる◎ 戴り総むことができた える作晶を制作するこ 要な要素をすべて衰現 ア ウ ト、 レタ リン グに

か とができたか する作品を制作できた 関わる知鍛を身に付け
●他入に頼ることなく作 か それを応用することが
.品を完成させることが

●色彩的に蔓しく、力強 できたか
できたか い作晶になったか

8 舟ケージ即 イン 0パ ッケージデザインの遷磯を理解させる ・ ●樹晶とパッケージの虜 ●パッケージの保霞性、 ●工夫した技法を使用す ●包装にっいての知織を ・認義

oo ○カセットテーブ入れの構造を理解したうえで、 係に関心を持つことが 生崖性、使爾性、経演 ることができたか 身に付けることができ ・作品制作
カセットテ 適切なデザインを餓かせる。 できたか 性、向晶性等に考えが ●闘品と南ケづ のデワ'ンが たか
一ブ入れの

●パッケージの材料奪に 及んだか 7,チすることができた ●絵衰示などにかかわる
デザイン 興壕を捨うたか か 知織を理解できたか

8 OD ○平面より立体を作りだす紙工作の妓法を智熟さ ●資斜や本を参照して作 ●図面を見て出来上がっ ●カッターの使用 ●ギフトカード等の活用 ・作品制作
べ 一バー ク ゼる 品旬作に取り組んだか た立体を伊 ヲすること ●指先を器用に使用でき 場面をまとめさせる
ラフ ト、ギ Oク リスマスなど、母末にむけてギフ トカ嘩ド、 ●憲欲的に作晶制作に取 ができるか 谷折り、山折りがきれ ●店繍の内装、レイアウ
フ トカー ド クリスマスカードを創作させる。 り姐むことができたか ●カー ドを受け取った側 いにできたか トにっいての知繊を理
の割作 ●咋晶瑚作に衡わる注童 が喜んでもらえる季鋤 ●意外性のある楽しい作 解できたか

事項を守ることができ 性のあるものに仕上げ 晶に仕上げることがで ●空闘の活用法について
たか ることができたか きたか 考えをまとめるこがで

きたか。

三 6 卒集制作 Oホ ワイトテレホンカー ドにデザインを施し、オ ●テレホンカー ドのデザ ●オリジナルデザインの ●陸彩的に美しく廷上げ ●テレホンカードの榎類 ・作昂制作
学 αa リジナルな作晶を斬修させる インに翼味・蘭心があ テレホンカー ドはどの ることができたか や変遷について知繊を
期 ホワイトテ るか ような場漸で話用され ●細かい筆遣いができた 理解 したか

レホンカ ー ●瑚作に熱心に寂り亀む ているかまとめること か ●ブリペー ドカードにつ
ドのデザイ ことができたか ができたか。 いての基磁的な知繊を
ン 理解 しているか

8 03 ○オリジナルなブライベー トブランドをデザイン ●ブラン ドについて興味 ●ブランド志向の強い嬢 ●紬創的なものに仕上げ ●企窺のナシoナ ルプラ ・作晶制作
コーポレー きせる。 。痴心があるか 向についてまとめるこ ることはできたか ン ド、 プライベ ー トブ

トアイデン ●翻傑に当たり、愈欲的 とができたか。 ●自分の考えがデ鮒ンの中 ランドに、どのような一 一ア イア イー
に敢り組んだか ●好ンFが薬たす役割につ にうまく衰現すること ものがあるかまとめる

の図案制作 いて考えることができ ができたか ことができたか。
たか.
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【別表2:指 導計画案】

単元名 グラフィックデザインーPOPア ート 配当時間
!

2時 聞 実施学年 第3学 年(定 時制謀程 ・第4学 年》

段 時 学冒活助

階 聞 学習内容

閲心 ・愈欲 ・態度 思考 ・判断 披鮨。衰現 知蹴・理解

導 ⑳ ・POP広 告とは ●進んで賢料を凱て製作 ●伺故、POP広 告が販 ●POPの 愈味が理解で ●意味{板 書}

入 分 ・POP戦 略について しようとしたか. 売促進に利用されてい きたか. PointofPorchaseAdりertisin8

るか考えるこができた ●販売促進の方法を畑っ (購買時点広告)

カ、。 ていたか。 ●販売促進計画の中で位置づける

●2つ のタイプについて ■買う禽品を8f口的に決 ●POP広 告は 「物醤わぬ販亮口jと いわ

。POP広 告の対象にっいて ●自分はどんなタイプの 何故なのか考えること めて乗る人(40%) れているのは何故か

客なのか、関心が持て ができたか。 と店に来て快める人 ●客のタイプについて質悶してみる

たか9 ●自分はどちらか判断す (60%)に ついて正

ることができたか。 しく把彊できたか。

pA監DMAの 法則について ●客の構買行動の心理は ●嵐違科目の知蹴の応用 ●AIDMAの 法則、そ ●復習の愈味で購翼行動の心理的段階を答

(アイ ドマ) 理にかなっているか。 ができたか。 の他の法剛を知,て い えさせる

・客の求めているもの ■自分が客としたらどう ●自分が今硬の夕食のお たカ㌔ ●無目的な客に演然とした目的を持ってい

・POP広 告の使命 か。 かずを買いにいく場所 ●A1DA、AlDAS る客に明確化させる。

●陶品の情鞭、賀い物に を想定し考えるこ.がで の愈駿を知っていたか 111藺 品の情鞭や衰示

対する閲心があるか。 きたか。 ●場所、価轄、サイズ、 12}買 い物に対する嬰求面

●バーゲンの時の値段に 艦値、流行腔、季鱒性 にっいての質悶をしてみる

っいて考えるこができ の彫響について理解で ●数字にも鱈性があり、それぞれ連想する

。数字のマジック ●数字によるイメージに たか。 きたか。 イメージを考えさせる

関心があるか。 ●得な買い物か、利益に

なる買い物か獲鰐する

ことができたか。

●1ケ タの数字の使用頻魔について理解できたか。

〔8;50κ,7=1896.9=15%,0=10%)

夏 50 ・数字の書き方 ●進んで費料を観て襲作 ●フェルトベンの使い方 ●用緬など適切に使用で ●用緩に節習させる

醐 分 ☆質料参照①② しようとしたか。 持ち方、ベンの逼び等 きたか. ●持ち方、ペンの運び、さまざまな書体に

●熱心に集申して製作に の纏懸ができたか. ●正 しく瑠牌し、その通 ついての費料配布

励んだか. ●教字、ひらがな等の書 りにできたか。 ☆寅料参照④

き方の綴習がうまくで ●遵艮、用籔は準鱈する

きたか◎

・ブライスカードの作成 ●意欲的に取り岨んだか ●作品に工夫がみられた ω 文字など腕みやす ●ブライスカードは芸術 ●スーパーの食料品のプライスカードと隈

●先生の柱窟を守,て 製 か. いか ではなく、費鳳 時周 定して作成させる

作しているか。 ●ス、一パーを想定した状 ② 娯字、膜字はない をかける必要はないこ ☆レイアウト、見本の寅料を配布 し、参

況に応 じた作品に仕上 か とを壇騨できたか。 考にさせる③、⑤

げることができたか。 ⊂31与えられた時溝内 ●色彩についても考えさせる

に佳上げたか ●広告費の予算は、売上 ●机間巡視 して質聞などに答えたり、馳書

{41色 彩感覚はよいか 高に対する比鷹で立て する

紛 襲しく仕上がった られている場合が多い

か こと壱理解できたか。

⑧ 藺品と文字がマッ 一 参考

●売れ筋の向品について チしているか 負務別売上高対広告

・POP広 告のチェックポイン ■スーパーなどのPOP 理鮮できたか。 ●鋭明が親切で異体的に 費比寧 ●製作にっいて湘費雪の立場に立うてでき

ト 広告に注憲をはらって ●プライスカードと商品 できたか◎ ㈲ 小売嬢全体平均 あがったか

・広告費の目安 鴇ているか。 め賦列の嵐連が理解で ●難しい湊字、列L来猛は L,6覧 ●褐示について配嘩することも理躰させる

●日常生活の申で、消費 きたか。 使,て いないか。 12〕綴維 ・表斜 ●広告費の目安にっいての知●を搏たせる

活動を行って気付いた ●汚れたり、磯れたり、 ●鱒買に繕び何くように 22瓢

りしていることを蟹作 傾いたりするPOPは 訴えるこができたか◎ "1食 料晶o,9髄

の申に生か し、取り入 なぜいけないのか、考 ●数字を明瞭に(ワ ンス 141穀 物類0.4瓢

れたりできるか。 えることができたか。 トロークで描く)揺 く 俗}河 類0.7瓢

●他の者にも訴える作晶 ●不必嬰なPOPと はど ことができたか. 16[書 籍 ・文貝類

に仕上げることができ のようものか理解でき ●¥、 円、ヱンを混用 し L6慧

たか。 たか。 ていないか. σ)ス ーパー!.2瓢

●上紀に基づいて掲示の ●ある樫度、余白がある ⑧ コンビニa2瓢

仕方について、雪える か。

ことができたか。 ●丁寧に橘かれているか

ま 20 ・作晶の完成 ・提出 ●作晶の提出後、自分で ●互いの作品について艦 ●丁寧に仕上げることが ●用繕など適切に使用で ●作彙の早い者、遅い者の調整をっけさぜ

と 分 使用した遭具など、他 賞、批騨することがで できたか。 憲たか。 る

め 人と協力し片付けがで きたか。 ●阜く仕上げることがで ●得た灼繊適りの作晶に ●最後まで片付け、鴻掃などをさせる

きたか。 ●どこを工夫したか述ぺ 盲たか。 なうたか。 ●名腕を書かせて拠出させる

ることができたか。 ●邑彩感覚はよかったか ●他に訴えることができ ●製作に当たっての感想も購単に書かせる

●閣品と文字などがマツ たか.

チし、効衆的な褒現に

なったか。

●葵しく仕上がoた か。
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資料④ いろいろな書体

[囲 圃囲圏国國
[審 麗蕎霧蕎護
囲匿蕎 騒霧藩懸
國翻翻團團臨圏

資 料 ⑤ プ ライ ス カー ドの レイ ア ウ ト ・作 品

☆授業風景

譲劉饗

∵

ー

飼
霧

唐

…

沸
劉

㌻

藩

触

勢
欝

癖

、摯紺
爵

参 考 文献 「フ ェ ル トペ ンに よ るPQP広 告 制 作 マ ニ ュア ル」 中 山popセ ン ター編 、 マ ー ル社

2簿 記会計 分野 にお ける指導 と評価

(1)学 習意欲を育む職 業資格の取得

ア 基礎 ・基本 の重視 と専 門性 の追求

企業 を とりま く経済環境 は、激 しく変化 して いる。 こ うしたなか適切 に企業を経営 して い く

には、会計情報 を有効 に活 用す ることが大切で ある。簿記教育 は、 こう した視点 に立 って、有

用 な会計情報 の作成 ・活用 のための基礎的 ・基本的 な知 識や技能 を身 に付 けさせ よ うとす る も

のであ る。

しか し、経 済社 会が複雑化 す るなかで、高等学校 にお ける簿記教育 に対 して、 よ り高度 な知

識 や技術 の習得 を 目指す ことが求 め られ、生徒の学 習の適応性 に十分配慮 しなが ら、取 り組 ん

でいかなければな らない課題 である。

イ 授業計画案

げ)動 機づ け

多 くの生徒 に とって、簿記 の学習 は商業高校入学 後 は じあて行 われ る。 この点 で他 の普通 科

目 と異 な り新 たな気持 ちに当た って は、取引の流 れ ・手形 で学習 す ることがで きるメ リッ トが

ある。簿記 を指導す るに当た って は、取引の流 れ ・手形 ・小切手 な どの仕組 みを理解 させ る こ

とが大切 であ り、 このため、従来か ら 「流通経 済」 と科 目間の連絡 を密 にす ることが効果 的 で

あ った。 そのプ ロセスを省略す る ことは、後の より高度 な知識 や技能 を学習 す る時 に支障 を き

たす恐れが ある。一つ一つ のプ ロセスを確実 に身 に付 けさせ るとともに、その定着 度を適確 に

評価 し、今後 の授業 の改善 ・充実 に反映 させ るな ど 「わか る授業」 を展開 す ることが大切 で あ

る。

この ことによ り生徒一人一人が 自分で学 びその結果 を容易 に知 る ことによ り自信 や成就感 を
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持 っ ことがで きる。 ここで簿記 にっ いての興 味関心 が芽生 え、よ り一層簿記 学習 に対 して意 欲

がでて くる と考 え る。

ω 目標

簿記 会計 に関 わ る基 礎的 ・基本的な知識や技能 を確 実に身 に付 けさせ るとと もに 自発 的 な学

習 を促 し、大学進学 やよ り高度 な資格の取得 、職 業会計人(公 認 会計士 、税理士)の ライ セ ン

スの取 得等 の目標 を達成 で きるよう、よ り高度 な知識 ・技術を身 に付 けさせ る。

① 職 業資格

職業 資格 とは、国また は団体が個 人の職業 的知識 、技能等 を保障す るもので あ る。 これ に は

大 き く分 けて 、職業上 の特定の業務 ・職 業について資格 がない とその職業 に従事す ることが で

きな い もの(公 認会計士 、税理士 、中小企業診 断士等)と 検定(日 本商工 会議所 ・全 国商 業 高

等学校 協会主催等)が あ る。

理科 及 び産業教育審議 会の職 業教 育の改善 に関す る委員 会 はその答申の中で 「各種 の職 業 資

格 を取 得 し、様 々な技 能 ・技 術検定 を受験 す ることは、生徒 の具体 的な学 習の 目標 を与 え る と

同時 に、 自己の到達 した知識 ・技術 の水準 を確認 す ることによ り、学 習意 欲の 向上 を促進 す る

もの と考え られる。また、 この ような職 業資格 な どを取得 してい ることは、就職 に際 して の有

利 な条件 となるな ど社 会的な処遇 の向上 にも連 な るもの と考 え られ る。

したが って、高等学校 の職業学科 にお いて は、地域社会 や生徒 の実態 に応 じっっ、 これまで以

上 に職 業資格 などを取得 させ るよ う努 め ることが望 まれてい る。」 と して いる。

このよ うに、職業 資格 の取得 は生徒 の学習 の動機 づけ として 、有効 に機能すると考 え られる。

好循環

習

得

成
就
感

8
自
信

自
発
白勺

な

学

習

専

F『
oセ生

の

追

求

■■■ 層■

資

格

取

得

ゆ

"`'り

基

礎な

的内

・容

基の

本指

的導

弾 堕 弾 弾 夢

《・「わか る授 業」の展開》

検定合格

職業会計人

② 資格取 得及 び コンクール等 の活 用 した指導例

生徒 の 目的意識 が進路希望等 によ って は、資格取得 や簿記 の コンクールの参加を学習 の 目標

と して設定す る ことによ って、学習 に対す る意欲 や主体的 な取 り組 みを育 む ことが で きる。検

定等 の合格 によ り将来 、特定 の職業 に対す る見通 しが得 られ る。また、 コ ンクール参加 に よ っ

て、 どの よ うな仲 間が簿記 に対 して真摯 に取 り組 んでい るかを校 内だけでな く外 に も目を向 け
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ることがで き、 自分 自身 の到達度 を把握す る上で も有意 義で あると思われ る。 コンクー ルの入

賞 は生 徒 に とって最大 の喜 びであ り、形 になった成果の現れで あるとと もに、全国 の高校 生 の

中の 自分 自身 の学習環境等 を再確認す ることもできる。参加 した生徒 は、「最初 は時間がかか っ

て しま った問題 もだんだん と解 け るよ うにな り、面 白 くなって きた。」 とか 「簿記 学 習 が暗 記

す る ものか ら理解 す るものへ と変 わ って きた。」、「入賞す ることによ り頑張 れば何事 もで きる。

自信がつ いた。」 な どの感想 を述べて いる。

都立B商 業高校 で は下記 のよ うな経過 でカ リキュ ラムの改善を図 り、資格取得 や コンクー ル

入賞等 を 目指す など、 目標達成 に向けて努力 を して いる。

昭和61年 度(表1)設 置 した当初 の ものである。1年 生 では、11月 までに 「簿記会計1」 を

学習 し、全商2級 取得 が 目標 とされた。2年 生 では、

継続 して 「簿記会計ll」 とあわ せて 、「工 業簿記 」

も取 り入 れ、11月 に は日商2級 、1月 に全商1級 取

得 目標 があげ られてい る。3年 生 の 「財務諸表」 で

は国際会計科2ク ラスを習熟度+選 択 によ り3ク ラ

スに分 けその目標 に応 じて学習 を進 めた。

平成3年 度(表2)は 、(表1)の ものを参考 に

して、生徒 の関心 、進路希望等 の多様化 に対応 す る

ため、3年 生 では簿記 会計科 目群 を必修 ではな く選

択 制 に した。 これは2年 生 で 「財務諸表」 を2単 位

加 え る ことによ り週7単 位 の簿記会計科 目群 の必 修

とな り、2年 間 で最終 目標 の全商1級 取得 が可能 と

な ったためであ る。 さらに 日商1級 取得 目標 の生 徒

は3年 生 の 「財務諸表」 ・ 「原価計算」を セ ッ トで

選 択 し、対応 できる。

平 成6年 度(表3)は 、1、2年 生 は前回の もの

を継続 し、3年 生 では、「課 題研 究」 との連携 で成

果 を期待 して いる。次頁 は国際会計科 にお ける3年

次 の 「財務諸表」選択者 の年間指導計画案で ある。

日商簿記1級 取得 と簿記 コンクールの内容 と時期 的

なバ ラ ンスを考慮 し指導す る。具体的 には4月 に は

1・2年 生で学ん だ内容 の復習理解、 そ して書 き方

ス ピー ド・解答 テクニ ック等を兼 ね備えた答案作成

に力を注 ぎ、

国際会計科 簿記会計科目群のカリキュラムの変遷

昭和61年 度(表1)

1年 2年 3年

簿記会計1 4

簿記会計H 2 3

工業簿記 2

税務会計 2

財務諸表 3

平成3年 度(表2)

1年 2年
3年

A選 択 B選 択

簿記会計1 4

簿記会計H 2 2

工業簿記 3

税務会計 3 3

財務諸表 2 3

原価計算 3

平成6年 度(表3)

1年 2年
3年

必修 選択

簿 記 6

課題研究 3

会 計 4

工業簿記 3

税務会計 3

財務諸表 3

原価計算 3

1学 期中 は基礎 と して並行 して1級 範 囲の中で も独 自な もの特 に最近 は連結 会計

が頻繁 に出題 され る傾向が あるため早めの学 習が望 ま しい。春の検定で基礎を固め、夏にス ピー

ドをっ け、そ して秋 には答案作成練習を反 復学習 し、過去 の問題 とし照 ら し合 わせな が ら学 習

を進 めて い く計 画 である。
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【年間指導計画案】
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(2)「 課題研 究」 における管理会計分野 の取組み

ア 学習の意義

現在 の学校教育 の主要 な役割 の一っ に、生涯学習社会への対 応が あげ られて い る。時代 の変

化 が激 しく、また知識 ・技術 も日々変化 し ・伸展 して い く社会 にあって は、学校 で身 に付 け た

知識 ・技術 の多 くの部分 がす ぐに陳腐化 し、 その激 しい社会の変化 に対応 できない。従 前 の学

校教育 は、教科 ・科 目の内容 を系統 的に生徒 に伝達す る学習を主体 と して いる。 しか し、 これ

か らの学校教育 は、生涯 に渡 って 自ら学 び続 ける態度を育成 し、 その ために必要 な知識 ・能 力

や態度等 の育成 が早 急に望 まれて いる。

そ こで、「課題研究」 の指導過程 で、生徒 の自発的 ・主 体的な学 習活 動 を重 視 し、 課 題意 識

を持 って 自 らの課題を解決す る課題解 決型 の学習 の展開 が図 られてい る。教 師の適切 な指導 ・

助言 により、研究 テーマは生徒 自 らが設定 し、個人 また はグループ編成 で、課題解決 に取 り組

む学 習形態 を 目指 した 「課題研究」の学習過程及 びその結果 において、得 られ る学 習効果 と し

て次 の ものが あげ られ る。第1に 、計 画性 ・実践力及 び問題解決能力 を身 に付 け させ る ことが

で きる。第2に 、学ぶ ことの楽 しさや喜び ・厳 しさ、「やれば 自分 に もで き るのだ」 とい う成

就 感 と自信を持 たせ、 その結果、生徒の学 習意欲 を引 き出す ことが可能 とな る。 そ こで、 これ

らの点を踏 まえて、「課題研究」 における管理会計領域 に関す る指導計画案 の立案 を試 みた。

商業高校 の卒業生 の多 くは、卒業後就職す る生徒 が多 い。卒業 後、職業 に従 事す る とい うこ

とは、企業等 の組織体 の一員 として、経営 目標到達を達成 させ るたあ に経 営活動 に携 わ る こと

であ る。 この際 、組織 の構成員一人一人 が、 どの よ うな職種 、職 務 にあ って も、常 に経営 者 あ

るいは経営管理者 的意識 を もって、効果的 な経営活動 に向 けて 「主体的」 に取 り組 む姿勢 が 重

要 であ る。

そ こで、生徒 の多様 な特性 や進路希望 を考慮 しなが ら、企業の経営管理 に不可欠 な経 済情 報

を提供 す ることを 目的 とす る管理 会計 に関す る領域 の指導 も、簿記会計 の指導上 必要不可欠 で

あ ると考 え る。 しか し、現 行 の簿記会計教育 は、基本 的な複式簿記 の構造 を理解 させ る とい う

主 旨か ら、財 務会計 の領域 に主 眼が置かれて いる。

イ 管理 会計の取組み

一般 に管理会計 の指導領域 は、主 に管理会計 の本質 に関す る総論 、短期経営計 画 を研究 領域

とす る業績管理会計 、長期経営計画を研究領域 とす る意 思決定会計 に体 系づ け られ る。それ で

は、実際 に2・3年 次におけ る 「課題研究」で、 どの ように生徒 自 ら研究 テーマを設定す れ ば

よいか、管理会計領域 に関連性 のあ る科 目を列挙 し考察 した。

商業 に関す る科 目の中で、管理会計 と特 に関連性の ある科 目は 「工業簿記」 と 「経営 」 で あ

る。「工業簿記」 では、学習指導要領改訂 に より、新 たに標準原 価計 算 ・直接 原 価計 算等 の内

容 が加 わ り、原 価管理 と企業 の経営管理 によ り重点が置かれて いる。 こうした 「工業簿記 」 に

おけ る標準 原価計 算 ・直接原 価計算等 の原価管理概念 は、正 に管理会計 の一分野 であ る業績 管

理 の領域(短 期 経営計画を研 究領域 とす る)で あ り、管理会計 の発展過程 の初期 か ら現代 に至

るまでの中心的課題 とされて きて いる。直接原価計算 も全部原価計算 のデ メ リッ トを補 う計 算

手 法 と して、短期利益計画 ・原価管理 ・価 格決定 な どの領域 で活用 されて いる。 しか しなが ら、

「工業簿記」 が2～3単 位程度 の履修 であれば、授業 では、標準原 価 の基本 的 な概 要 に触 れ る
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のが精一杯 で あろ う。 しか も、実務 では、実際原価(過 去原価)よ り も、標準原価(未 来原価)

に原価管理 の ウェイ トが置 かれている。

そ こで、「工業簿記」 にお いて、標準 原価計算 と直接原価計算 の基 礎概 念 の概 要 を学 習 した

ことを、 さらに継続 して応用的学習 に発展 させ る学習領域 と して、管理会計 の学習 は望 ま しい

もの と考 え る。「課題研究 にお ける管理 会計」 を想定す る場合、研究 内容 を 「工 業 簿記 」 との

関連か らも原価 管理 会計を 中心的 に研究 テーマを設定 し、年間学 習計画を立案す るよ う指 導 す

る ことが望 ま しいと思われ る。

ウ 指導計画 の概要 と立案

次 の年間学 習計 画案 は、「工業簿記」 の授業 で、標準原価計算 と直 接原 価計 算 を学 習 した結

果、原価管理 に興 味 ・関心 を持 ち、 さ らに、一課題研究」 において継 続 ・発展 して原 価 管理 を

研究 テーマに設 定 した ものと して作成 した もので ある。 なお、具体的 な研究論文 のテ ーマ と し

て は、差額原価収益 分析(特 殊原価調査)を 想定 した。

〈「原価管理研究」 の年間指導計画案〉

月 学 習 過 程 生 徒 の学 習計 画 教 師 の 働 き か け

4

事前 指導

(オリエンテーション)

基

礎

講

座

工業簿記(標 準原価計算 ・直接原価

計算を中心 として)と 管理会計のレ

クチャー

「課題研究」の意義

学習の心構え
基礎講座

5 課題の設定 研究 テーマφ灘 択 ・検討 。決 定.、
テーマの例示

テーマの相談

6
個人・グループ編成

年間学習計画立案

葺間学謝 嚢勲穣勧 螺 映定
学習講 の締 説駐

七弔

個人 ・グループ面接

計画案の指導 ・助言

、'く'七' '㌧ ゲ ・'・ 許'
,く 許

7

七典
許パ;.i膜

標準聯 饗勲 霧

蕪 ◎,畦

鱒襟霧

、…ぎ 即'

鱒 、
"1い,

難i撫.
宅:'i贈

費糠 曇
{

1}七

三{`',

醸1

く,毛 七

許寿 寿"

撞 七

研究方法の指導

9

10
学習活動

計画の修正
中間発表 麟灘麟蕪 醸'・

,芦'ゼ',

七:

・七 ・

中間発表の指導

11

、…七舞,「 、{

轡騨鷺
ギグメ:・:獣:灘砂確 。

義

ン㌔㌔{∵ 、

{∵,

文献 ・資料等の収集

分析の指導

…'∴:
,'}

辱 二
.・

薮:
'{七'{卍 、

毛

1:'
12

1 研究論文の作成

研究報告書の作成

磯 書載iタ 終 藤 、,耐,
薦鯵:グ潮,卜擬騨:塾 に、よゑ原癌管
理」、・ 、高、 畝 露

磯 額縮 廊麟 灘 輔 邸 て

`≒

……㌔=い 七

研究論文作成指導

研究報告書指導
2

3
研究論文の報告 ・発表

反省 ・評価

・'}∵ 毛:.{二

廃 表資料の作成 ミ感想窯揖
研究報告書の作成'、

発表会準備

論文発表 ・評価

一15一



工 年 間指 導計 画案

本指導計 画案で は、学習活動 の過程 にお けるセ グメ ン ト管理(差 額原価収益分析)に 関連 す

る指導 ・助言 を掲 げた。

ゼグメント別直接原価計算を用いての経営意思決定 ・12月の学習活動

企業の トップ ・マネジメントの意思決定の良否が、その企業の経営成績 や財政状態に大

きな影響を与えることを理解 させ、意思決定者に企業経営に不可欠な経済情報 を提供す

ることが、管理会計の大 きな役割であることを理解 させる。

〈事例〉三鷹 物産株 式会社 は、薬 品、化粧品、雑貨の3製 品系列 を販売 して いる。損益 計算

方法 でセ グメ ン ト別計算 を実施 した ところ、次 のよ うな結 果が得 られた。 そこで、赤字 とな っ

た雑貨部門 を廃止 すべ きか どうかが、重役会で検 討 された。企業 と しての意思決 定を、個 人 あ

広 告 伝 費

水 道 光 熱 費

減 価 償 却 費

賃 借 料

保 険 料

一 般 管 理 費

利益(欠 損)

るい はグループで、 セ グメ ン

ト別損益計算 を用 いて研究 ・

考察 させ る。

〈考察〉 固定 費の うち、 広

告宣伝費 と保険料 とは雑貨 部

門を廃止す る ことに よって回

避 で きるが、 その他 の固定 費

は全体 と して発生す る。

そ こで、 セグメ ン ト別 の金

額 は何 らかの基準 によ る配賦

額 を示 すにす ぎない と仮 定 す

ると、直接原 価計算 の考 え方

で は、 雑貨 部 門 か ら200万 円

の限界利益 が得 られ個別 固定

費 で回避可能 な70万 円(65+

5万 円)を 考慮 して も雑貨 部

門を廃止せず現状維持 す る こ

とが賢明 な策 と結論 づけ る こ

とがで きる。 なお、差額 原価計算 において も、同様 に130万 円の貢献 差益 が算 出 され る。 生徒

には、 このよ うな事例(モ デル)を 一 っのア ドバ イスと して、今後の学 習活 動 の指針 とす る。

オ 評価 について

課題研究 は生徒 の個 人な い しはグループによる自発的 ・主体 的な学習活動 を中心 に、教 師 の

適 切 な指導 ・助言 によ る学 習形態 を とり、生徒 自身の興味 。関心 ・適性等 か ら研究課題 を生 徒

自 ら設定す る ものであ る。そのため、担当教師 は 「管理会計」 の各領域 を系統 的 に教 授す る こ

とに固執す べ きではない。 そのため、評価 ・評定 に関 しては、学習 ・研究活動全般 に渡 って 、

総合 的観 点 による評価基準が望 ま しく、他の科 目のよ うに定期考査 に評価 の主 眼をお くこ とは

むずか しい と思われ る。
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年間学習計画 に基 づ く学 習活動の評価 に関 して考 え七みた。「課題 研 究」 の学 習展 開 が 、①

研 究 テーマの計画 の段階、②文 献 ・資料等 の探求 の段階、③ ま とめ一論文作成 ・砥究発表 と、

3っ の段階 が考 え られ る。すなわ ち、1学 期 の評価 は年間学習計画 を中心 と した評 価を 、2学

期 はテーマに即 した文献 ・資料等 の収集力 や分析力 と中間発表 を中心 とした評価 を、3学 期 は

論 文の完成度 と研究発 表を中心 と した評価 となろ う。学期毎 に一部 の観点 に偏 った評 価 が行 わ

れな いよ うに、「関心 ・態度」、「知識 ・理解」、「技能 」等 の観点 にっ いて 、 バ ラ ンスの とれ た

評価 を行 うことに十分留意 す る必要 があ る。「課題研究」 での学 習活 動 は個 人 ま た は グル ープ

によ る学習で あ ることか ら、共通 の尺度 での評価 は実質的 に困難 である。 したが って、学 習活

動 の過 程 にお け る主体性 ・計画性 ・企画力 ・学習意欲 ・資料 の分析力 ・積極性等 を重視 しっっ、

多面 的 な評価 に努 め るべ きであ ると考 え る。

〈年 間学習計画 に基づ く主 な評価項 目〉

学期 学 習 過 程
評 価 項 目

指導教師による評価 ,集縫縷身垂こよ多評憾i拶
{

1
事前指導 ・基礎講座
研究テーマの設定

計画性 ・目的意識
主体性 ・積極性

出
欠
状

蓼
学
習
態
度

.年騨 舗 嘩 蓮癒::1
学 留 鶏 誌 、:'・

2
文献 ・資料の収集 と分析

中間発表

学習意欲 ・理解力

創意工夫 ・資料収集力

資料分析力 ・進度

学翻 誌?磯 緬 無i%
砺辮 贈 書ゴ♂
輔 発灘 置縮;'乱 、り二翻 〃

3 研究論文の完成 ・発表 論文完成度 ・発表

、'七,

論嚢ざ繁衷の自鶏評礁 ・;
/づ

3総 合学習分野 にお ける指 導 と評価

(1)今 日の 「総合実践」 の授 業構想 について

ア 商業高校 を取 り巻 く環境 の変化

これ までの総合実践 の授業形態 は、文書 や帳簿 を多用 して売買取 引契約 を進 めて い くとい う

ものが多か った(以 下 「文書帳簿型実践」 とい う)。 この ことは企業 におけ る営業 活動 の形 態

が文書 や帳簿を申心 とす るものだ ったか らであ る。今 日、企業 の多 くは、各 種OA機 器 を多 用

し、複雑 化 した業務 を迅速 に処理 している。また、新規就職者 の高学歴化、終身雇 用制 の変 質

など、商業高 校を取 り巻 く企業 の環境 も大 き く変化 して いる。 この ことは、生徒 の社 会観 や職

業観等 に大 き く影響 を及 ぼ して いる。

今回 の学習指導 要領の改訂で は、「学校 の教育活動を進 めるに当 た って は、 自 ら学 ぶ意 欲 と

社会 の変化 に主体 的 に対応 で きる能力の育成を図 るとともに、基礎 的基本 的な内容 の指導 を 徹

底 し、個性を生 かす教育 の充実 に努 めな ければな らない」 と してい る。 この ことか らも、 これ

までの文書帳簿型実践 のよ うな、生徒 がやや もす ると受 け身 とな りがちな授業形 態で はな く、

生徒 自 らが考 え、問題 を発見 ・解決 してい く総合実践(以 下 「課題解決型実践」 とい う)へ の

転換 が必要で ある。

イ 現在考 え られ ている 「総合実践」の授業 につ いて

ω 授業 目標

現在 、商 業高校 を取 り巻 く企業 の環境 に適切 に対応す る総合実践 の授業 内容 や方法 を、 これ
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学年 市場
商 店

管 理 部
編 成 注 意 点

2年 2市場制 1人1社1ク ラス 商店数を増やす 商事会社・銀行 ・郵便・運送 ・保険(各市場ごと)

3年 2市場制
1

3人1社2ク ラス 同時開講 ・社長、仕入れ、販売 コ ン ピ ュー タ シス テ ム で無 人 化

までの文書 帳簿型実 践か ら課題解 決型実践へ転換す ることが強 く求 め られていると考 え られる。

そ こで、問題解決能 力を育む ことを 目指す指導を大 きな目標 とす る課題 解決型実践 の各学 年 に

おける目標 を次 のよ うに設定 した。2年 次 では、取引 と簡単 な帳簿 を用 いた文書帳簿型実 践 を

展開す る。 この ことは、1年 次 での商業 の基礎的科 目の学 習の上 に立 って取 引 の基礎的基 本 的

な仕組 みを学習 させる ことをね らい とした。

3年 次 では、プ レゼ ンテー ション能力を育む ことを 目指 した学習 を積極 的 に取 り入れ る ため

課題 解決型実践 によ り、「経営活動 を主体的、合理的 に行 う能力 と態 度 の育 成 を重 視す る と と

もに」 や 「総合的 に応用 で きる知識 と技術を修得 させ ることをね らい として いる」 とい う目標

を実現 させ る ことをね らい とした。

(イ)市 場組織

2年 生 で取 引の基本 を

全員 が学習 す るこ とを

目標 に して いる。

(ウ)教 室 レイアウ ト(参 考例 ・C商 業高等学校) 【机上OA機 器配置】 仕 社長

◎ …チェクライター
△…電話 入

ロ …FAX◎

★ …パソコン ム

教員 ・他商店とのLAN

表計算、ワープロなど □ 販
アプリケーション ★ 士

冗

AV機 器 …OHP・ パソコン ・パソコンとその画 面 の液 晶表 示 装 置 ・ビデオプロジェクター(プ レゼンテーシ・ンの際に必要な機器)

(D取 引 形 態 《A市 場 》 《B市 場 》

『商品売買形態』 贋 理部 ・商事会社1→ 囲 → 他市場商店 → 管理部 ・商事会社

(2・3年 共 通)① ② ③

{翻 編 犠 難 篇騰難で繍 力蝋 繍 鞭 纏編艦 蕪綴 羅娑霧

『契約取 引 と文書 作成手順』(2、3学 年共通)

※2年 次 には、各書 類をパ ソ コン(ワ ー プ

ロや表計算 な どの ソフ ト)を 利 用 して 作

成を し、FAXや 郵 便を利用 し、商 店間で

の文書 のや り取 りを お こな う。

※3年 次 には管理 部が無人化 されて い るた

めに文書 のや り取 りを管理部 の商事 会 社

と行え ない、そのか わ り各商店 と無 人 化

され た管理部 とを ネ ッ トワークで結 び、

電子 メールと して文書 のや り取 りを お こ

なう。 よって、各文書 は一つ一 つ作 成 す

る もので な く取 引の最初 の段階 で入力 し

た売買内容 を画面上で確認を した、各 文

書が作成 されて い くことになる。

A市 場 B市場

管理部 ・商事会社 商店 商店 管理部 ・商事会社

②売約定書→ ←①買約定書

③請求書→

④領収証→ ←支払 い

⑥見積書→ ←⑤見積依頼書

⑧注文請書 ←⑦注文書

⑨納品書(商品)→ ←⑩商品受取書

⑪請求書→ ←支払 い

⑫領収証→

⑬売約定書→ ←⑭買約定書

⑮請求書→ ←支払 い

⑯ 領 収 証 →1
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使用帳簿
一

2学 年 3学 年

①仕入帳 ②各総勘定元帳 ③商品有高帳 ④現金出納帳 ⑤当座預金出納帳

⑥ 売掛金元帳 ⑦買掛金元帳 ⑧受取手形記入帳 ⑨支払手形記入帳 ⑩他決算諸表

5伝票制 ①入金伝票 ②出金伝票 ③仕入伝票 ④売上伝票

⑤振替伝票

各帳簿 は、パ ソコン上の アプ リケーシ ョンに形式 があり、 それ ぞれ に入

力をお こない、各 自が作成を してゆ く。

各伝票は直接パソコン上で入力をおこなうそして自動的に2年 次に使用した各帳簿が作

成される。また決算時に作成される諸表も自動的に作成される。これらの自動化により

3年 次はさらに、取引を重視した、コミュニケーション実践にウェイトを置くまた自動的

に作成される各帳簿を分析して自分の会社の財務状況、営業成績を検討してゆく。

(カ) 年間指導計画

年間指導指導案(第2学 年) 年間指導指導案(第3学 年)

配 学習内容 罠 学習内容
当 単元 学習の目標 当 単元 学習の目標
時 関心 ・意欲 思考 ・判断 妓能 ・衰現 知識 ・理解 時 開心 ・憲欲 思考・判断 技鮨 ・衰現 知蹴 ・理解
聞 ・態度 間 艦度

1 雪リエンテーシ書 ○これからの学習の意義 ●自己の能 ●授彙内容 これまでの 乳 鱒工万一沁 Oこ れからの学習の愈義 ●自己の飽 ●授案内容 これまでの
ろ ン ・ねらいの瑠解させる。 カを綬婁で について、 学習と関連 尋 ン ・ねらいの理解させる。 力を授葉で につい て、 学習と関連
2 生かすこと 関心を拷て 付けながら 2 生かすこと 関心を播て 付けながら

ができたか たか. 学習したか ができたか たか。 学習したか

3

み

4

企棄組織
と販発形

態

○倒人企禦の形態を理解

させる。
O陶 晶の流れを販発形雄

●自己の興

喋 ・関心等
に墓づいて

●企桑の棄

務全般につ
いて理解で

●これまで
に学習して

きた内容と

●鱈人企禦
の禦務内容

について理

3

↓

4

企桑粗織

と販売形
態

O側 人企薬の形態を理解

させる。
O内 品の流れを販売形態

●自己の興
味・闘心等
に基づいて

●企禦の葉
癌全般につ
いて煙解で

●これまで
に学習して

きた内奮と

●個人企案
の彙務内容

について理
にそって理解させる。 彙務を決定 きたか 関連付けて 解できたか にそって理解させる。 渠務を決定 きたか 関迎付けて 解できたか

できたかり 理解するこ できたか。 遭解するこ
とができた とができた
か。 か。

5

↓

8

取引につ
いて

O売 買取引で使用する文
書の作成について

●積極的に
文書の作成
に取り岨ん

だか。

●正確に文
書を作成で

きたか。

●各文書の

霊嬰性を理
解できたか

●売買取引
の流れと文

書を関連付
けて理解で

5

↓

8

OA機 器
を利用し
た文書の

作成につ

00A機 器による文書作
成に習熟させる。

●OA化 に
よる事務の

効摩化を瑠
解できたか

●文書作成
の効寧化に

ついて正し
く遡解でき

●OA機 霧
の墓本的そ

うさに冒熟
できたか。

●OA楓 器
の利用技術
を文書作成

妓法との閲
きたか いて ●櫻極的に たか。 連を瑠解で

9 OA捌 器 00A機 器による文書作 ●OA化 に ●文書作成 ●OA搬 器 ●OA機 器
OA擾 器で
文書を作成

きたか。

尋 を利用し 成に習熟させる。 よる事務の の効率化に の墓本的そ の利用技術 したか◎
12 た文書の 効寧化を理 ついて正し うさに冒熟 を文つ作成

作成につ
いて

解できたか

●積極的に
OA鰻 器で

文書を作成

〈理解でき

たか。

できたかo 技謡との関
連を理解で

きたか。

9

↓

12

幅鐘組織
のOA化

00A概 器の帳簿組織へ
の導入について

●OA機 器

を帳簿組犠
へ積極的に

導入したか

●正確にO
A槻 器を摸

作できたか

●OA搬 器
の蕩本的そ

うさに冒熟
できたか,

●OA撮 器
の利用技術

を文書作成

技法との閲
したか。 迎を環解で

且3 畷緯組類 Q眼 緯粗幟を理解指せる ●鰻簿の憲 ●個 の々犠 ●鰻簿が正 ●売買取引
きたか。

且 について 義と役割に 簿が帳鐘組 確に作成で と帳纏繊織 13 前期取引 O葉 務分旭ごとに正確に ●主体的に ●企彙全体 ●廻々の嬢 ●これまで
16 ついて主体

的に学習し
たか

織の中でど
のように機

能している

きたか。 とを関遅付

けて理解で
きたか。

↓

55

の開始 案務を遂行させる。
O企 桑ごとに言類内容を
報告させる。

桑務に取り
組んだか。

●自己の粟

の粟務の申

で各人の獲
務の位置づ

務を正蕨に
行うことが
できたか。

の学晋成巣
を彙務遵行

時に発揮で
か理解でき
たか。

務内容を分
かりやすく

けを適切に
行えたか。

●多梯な伝
連手殿につ

きたか。

譲簿麺鞭
のOA化

00A領 器の帳簿紹織へ
の導入にっいて

●OA機 器

を帳簿総織

●正確`こO

A機 器を榛
●OA織 器
の基本的そ

●OA搬 器
の利用技術

鞭告できた
か◎

いて習熟で

きたか。

⑳ へ積極的に 作できたか うさに習熟 を文書作成 開 前期の決 o決 算麺煙が適切に行え ●主体的に ●財政状態 ●決算整埋 ●財務絡衰
導入 したか できたか。 技法との悶 も 算麺窟 たか◎ 決算に取り や経営成繍 の手頑が正 の意儀や役

連を理解で 桝 岨んだか。 について分 碕に瑠解で 割を理解で
きたか。 斬できたか きたか。 きたか.

a
尋

駒期敢引
の閣姶

O嚢 務分坦ごとに正確に

業務を遂行さぜる。
●主体的に
禦務に取り

●企鍵全体
の桑務の中

●劇 の々禦
務を正確に

●これまで
の学習域果

邸

↓
宮禦報告
について

O企 禦ごとに営興内容を
報告させるg

の作成への
積衝的な取

●財政伏態
や纒営成績

●財務分析
の手法を習

●営撲鞭告
書等の重嬰

40 緻んだか。 で各人の粟 行うことが を梨務遷行 7且 組 について分 熟できたか 性について
務の位口づ できたか。 時に発揮で 栃できたか 瑠解できた
けを適切に きたか。 か。
行えたか。

瓠

唇
⑯

飼窮の決
算処環

o決 算処環が適切に行え
たか.

●主体的に

決算に取り
繕んだか。

●財政状態

や経営成績
について分

●決算整理
の手鳳が正
櫨に瑠解で

●財疹鋳衰
の愈義や彼

翻を理解で

72

↓

1箆

後潮取引
鱒始

O纂 霧分旭ごとに正膚に
禦務を遂行させる。

O企 負ごとに嘗禦内容を
頼告させる◎

●主体的に
窺務に取り

粗んだか。
●自己の桑

●企彙全体
の禦務の中:
で各入の獲

務の位置づ

●個々の頻
務を正霜に
行うことが

できたか。

●これ窟で
の学習域粟

を桑務違行
時に発輝で

鰐できたか きたか. きたか。 務内容を分 けを適切に ●多撮な伝 きたか。

θ

唇
銘

綾瑠 リユン

テーシ9ン

○これからの学習の暮義
・ねらいの理解さぜる.

●自己の能

力を授桑で
生かすこと

●授建内容

について、
開心を捧て

これまでの
学習と関遮

付けながら

かりやすく
紹告できた

か。

行えたか。 迫手段につ
いて冒熟で
きたか。

ができたか たカ・。 学習したか 123 後期の決 O快 算処理が遭切1こ行え ●…ヒ偉的に ●財敬伏態 ●決算整瑠 ●財務鯵褒

49

み

64

後朗取引
開姥

O快 算処理が遭切`こ行或L
たか。

●主体的に

決算に取り
岨んだか。

●財政伏態

や軽言成纏
について分

■快算整理
の手畷が正
確に理解で

●財務緒表
の意義や役

割を理屏で

↓

140

算処瑠 たか。 決算に取り

綴んだか.

や経営成績

について分

概できたか

の手剛が正

賛に理解で

きたか。

の愈義や役

割を理解で
きたか◎

析できたか きたか. きたか。

ω 第2学 年は2単 位、第3学 年は4単 位を想定した。
65 後期の決 ○決算処理が適切に行え ●主体的に ●賦政状態 ●快算整理 ●財務猪親 第Z孚 琿の目捌 コ、手作藁を甲心とした事拐によって売買敢引を麹埋することにあり、このこと1
息

70

算処理 たか。 決算に取り
樋んだかり

や経営成績

について分
の手順が正
碗に理解で

の意義や役
劃を理解で

、昌字軍のUA嶺 器セ沽用した耳務必堰の仕租δを愚屏さぜるために璽要であると零えた。

析できたか きたか。 きたか。
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(キ)評 価基準

評価基 準 と配慮す べ き事項 をま とめ ると次 の表 のよ うになる。2年 次で は、文書帳簿型 実践

を考 え、商取引 の基本構造 を各取 引文書 や帳簿の役割を理解 した上 で、各種 のOA機 器 を有 効

に活用 す ることを中心 とし、「総合実践」 の学習 の流 れ全体を理 解 で きて い るかが評 価 の基 準

とな る。また、3年 次 では、課題解決型実践で商取 引か ら生 じるさまざまな問題 を発 見 ・解 決

す る能力 とプ レゼ ンテー ションで自己表現能力 を評価 の基準 の中心 に据 えた。

評価の基準点

3年 次

① 各文書、帳簿が正確に作成されたか。

② 取引が各文書、帳簿を有効に活用 し活発に

展開できたか。

③ 各種OA機 器を業務上 、有効 に活用できた

か。

3年 次

① 取引が円滑かつ活発に行われたか。

② 相場などのさまざまな情報を的確に分析 、

活用できたか。

③ 自社の財政状態、経営成績等を十分理解

し、経営活動に活用できたか。

④ 自社の取引シェア等の活動分析、企業分析

等を的確に把握 し、報告できたか。

⑤ 各種OA機 器、 コンピュータシステムを有

効に活用 したか。

② これか らの 「総合 実践」 の在 り方 と指導方法

ア 「総合実践」の現状

現 在、「総合 実践 」 は、2年 次 又 は3年 次で3～

5単 位 で実施 されて いる学校 が多 い。 「総 合実践 」

は、「簿記」、「流通経済」、「マ ーケテ ィング」 な ど

で学ん だ商 業 に関す る学習内容を、実践的 ・体験 的

活動 を通 して総合 的に習得 させ、企業の経営活動 を

主体的 ・合理 的に遂 行で きる能力 や態度 を育成 す る

ことを学習 のね らいと して い る。

そ こで、「総合実践」 の学 習効 果 を あげ るた めに

(現 在 の総合実践の位置付 け)

総合実践

簿記 ・流通経済 ・情報処理

は、生 徒一人一人が これまで学習 して きた科 目の内容 を十分 に理解 していることが大切である。

しか し、生 徒の中 には1・2年 生 で学習 した内容を十分 に理解 で きないままの者 もいる。 そ の

結果 、「総合実践」 の科 目のね らいの一 っである主体的 ・合理性 や 自発性 ・創造 力 ・自 己教 育

力 などの能力 や態度の育成が十分 になされ ないまま授業 が終 わ って しま う こと もあ る。 「総 合

実践」 の学習 を通 して卒 業後の進路の決定 や社 会にで るための準備 と して、生徒一人一 人 が今

後 どのよ うに生 きて い くか という在 り方生 き方 に関 わる指導が行われ る重要 な科 目の一 っ で あ

る。
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イ これか らの 「総合実践」 の在 り方

生徒 が多様化 してい る現在 、 これまでの 「総合実践」

の授業 形態 では必 ず しも十分 に指導 の効果 をあげる こ と

がで きるとはいえない。そ こで、1年 次か ら 「総合実践」

を学習 させ る ことによ り実習 や体験 を通 して基礎的 な知

識 や技 能を習得 させ るとともに、専 門的な知識 や技能 を

習得 させ基盤づ くりを 目指 し、社会 のニーズに対応 で き

る能力 や態度 を育 て ることが必要 と考 え る。

(今 後 の総合実 践の位置付 け)

総

合

実

践

商業経済 マーケ ティ ング

繋
鱗i鎌 鞭聾

簿 ∵記 流遊繊弾

ウ 学 年別 による指導 のね らい

‡七

.、,慰 ∫【笛集凌江単&数(3単 位)会 計期間4月1日 』冶月30臼 。沁∫ね 臼んa月3旧
,,'(中 七

護.:

、∫い'点

商業活動が対象としている流通活動を指導の中心に置 き帳簿記入等の実習を通 して商業が産

業社会に果たす役割を体験的に理解させ る。また、電話での対応等の基本的なビジネスマナー
や取引の交渉などのコミュニケーション能力を養 う。

馨 ∫

1学 期は簿記の分野では、仕訳帳の記入から補助簿 の作成 まで、流通経済の分野 では見積

依頼書から領収証の作成 までを同時同業方式で行 う。2学 期 は自由取引を行 い、3学 期 は決

算を中心にまとめを行 う。

∴評
、

'価 '、'

学習点検表を作成 し項 目ごとに生徒一人一人の学習状況を毎時間評価す るなど生徒 に自己

評価させる。学習点検表 と自己評価表を基にして毎回の授業の評価を行 う。更に、学期末 に
は簿記の分野 ・流通経済の分野のテス ト、感想文など総合的に行 う。

、 、 、、

茎弩犀珠}灘 徳数 て3蝋 歓)会 謙甥間4月f田 」Y9月30醸 ・沁月1臼 っ》3月3畑 「、
f

、1ね

撫

OA機 器を活用 して、1年 生の総合実践を発展させ金融 ・保管 ・輸送を含めた商業活動 の模

擬実践を通 して、これまで学習 した専門的科目の学習成果を総合的に学習させ ることによ り、
より高度な知識 ・技能を身に付けさせる。また、OA機 器を活用することによって、産業社会
におけるコンピュータの役割や意義を理解させる。

寒
OA機 器を活用 した売買を中心とした金融 ・保管 ・輸送を含めた広義の商業活動 の模擬実践

を行 う。1学 期 ・2学 期を通 して自由取引を行い、3学 期 は財務諸表の作成を行 う。

評価
学習点検表を作成 し項目ごとに各生徒の学習状況を毎時間評価す る。また、生徒 に自己評

価させる。学習点検表 ・自己評価表を基に して毎回の授業の評価を行 う。学期末には感想文 ・

各帳簿等の記入状況を評価の基準とする。

【3年次】単位数(蝦 噸 繊1蕪 麟 顛 …:…纐 ミ1転噸 舶

ね
ら
い

現場学習(地 域の商店街等)を 通 して、経営活動の全体を把握 し、財務諸表 の作成か ら分

析に至 るまでの経営活動の仕組みを理解する。また、表現能力を高めることによってプ レゼ
ンテーション能力の育成に努める。

内容
校外での学習活動を行 う。1・2年 生での模擬実践の学習成果を生か し実際の商品売買 を

取 り扱い、顧客 との接触を通 して商業活動を体験する。1学 期 は各セクションに別 れて準備
を行い、2学 期に実習を行 う。3学 期は財務諸表の作成 ・営業報告書の作成か ら各 セクショ
ンによるプレゼンテーション能力育成に努める。

評℃価
毎時間、各生徒か らの作業状況報告書 ・自己評価表を基 に毎時間の個人に対す る評価を決

め、1・2学 期末 には面接 テス トを行 い、3学 期末にはプレゼンテーションにより相互評価 ・

自己評価を基 に評価を行う。
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工 自己評価票 につ いて

これまでの評 価方法 は、定期考査 の点数 を中心 に授業での小 テス ト・ノー ト・提 出物等 の 資

料 に基づ いて知識 や技能 の定着 を量 的にみ る ことが多か った。 しか し、生徒 の適 性や進路希 望

等が多様化す る今 日、今 まで以上 に多面的 に生徒の良 さを捉 えて評価す ることが必要で ある。

特 に 「総合実践」 の授業 では、授業形態の特殊性 か ら他 の教科 ・科 目の授業では発揮で きなか っ

年 間指導指導案(第1学 年) 年間指導指導案(第2学 年)

配

当

噂
間

単元 学習の目標
学習内容 配

当
縛

同

単元 学習の目頓
学習内容

関心 ・意欲
。態度

思考 ・朝断 妓能・衰現 知識 。理解 開心 ・意欲

態度

思考 ・判断 技能 ・褒現 知繊 ・瑠解

5 判工万一沁

ン

O寅 習の意義 ・ねらいの
理解

○商禦活助の役割
○礼儀作法について

●実暫への
興喋 ・関心

辱の青成

●経濟社会
における周

桑活助の役
割の理屏

●基本的な
マナーの理

解 ・習熟

●実習の意

義の適切な
運解

4 四ヱンテー勃

ン

OOA機 器を利用した実

冒の愈義 。ねらいの瑠
解

O亮 買取引を中心とした
広義の陶集活動のしく

み ・役割の瑳解

●実習への

貝喋 。関心

等の育成
●広義の簡

禦活動への
興味 ・関心

等の育成

●商業活助
においてど

のようにO
A機 器が活

用されてい
るか適切な

判断と理解

●簿記 ・O
A機 器等の

陶桑に虜わ

る技能等の
有効活用

●OA機 器

を利用した
実習の愈義
の適切な理

解
⑳ 売買取引

(艮)

0取 引の しくみと鰻簿記

入の理解
・見積依頼8、 見積書

の作成
・旺文書、注文傭書の

作成
・納品書、講求書、廟

品受領書の作成
・仕訳鰻、総勘定元鰻

現金出納幅、仕入帳

、売上鰻、向品有高

椴の記入
・慨収書の作成

●売買取引
への興味 。

関心等の宵
成
●各種書類
への作成 ・

■鐘記入へ
の主体的・

積極的な取
り岨み.

●売買取引
と帳鐘紀入

との闘連を
遇切に判断

し、環解す
る能力

●各帳薄・
各●類の鐘

肥上の原則
法律上の規

定の理解

●帳簿記入
・各書類の

作成の瑠解
・習熟

●実習を通
して売買取

引のしくみ
の理解

●実習を通
して向業活

助の役割 ・
愈襲の理解

6 コミ」ニケー沁

ン
(ンミュニケーシ署ンの意義と役

割の理解

O仕 事の手順と態度にっ
いての理解

●コ1ユニケーシ9
ンへの興味
・関心等の

宵成
●仕事に対

する主体的
・意欲的な

育成

●仕事の手

順の痩解 。
適切に判断

できる能力
●コミニケーカ
ンの有効活

用

●基本的な
マナー・コミ■ニケー

シの 妓法の

習熟

●OA機 器
等の有効活

爾

●コミュニケーシ1

ン妓誌の理

解 ・習熟
●仕事に対

する手順の
瑠解 ・習熟

5 コンピェータの

操作

○のビ3一夕における墓本的
なキー操作の習得

C回ンピ・一ク入力と暇簿記入

の関連

●キー換作

に関して意
欲的 ・主体

的な参加

●帳簿記入

とコンピ2-,入

力の関わり

と適切な判
断 ・理解

●コンピニー,換

作の理 解 ・

習熟

●仕事にお
いてコンビ」一,

の役割 ・意

義の理解

lo 小切手・

約束手形

の作成

O小 切手 ・約束手形の し

くみと作成の理解
・小切手の振り出し、

支払い、不渡り
・当座契約、当座預金

入金帳、当塵預金出

納鰻の紀入
・約東手形の撮り出し

、支払い、不渡り、
。約粟手形のコ書き、
溜求

・受取手形妃入頓、支
払手形妃入■の祀入

●小切手 ・
約東手形へ

の興味 ・開

心等の冑成

●小切手 ・
約束手形の

作成への主

体的 ・覆極
的な取り組

み

●向粟活動
における小

切手 ・約束

手形の憲義
の理解

●支払手殿

として適切

に判断し、
処埋できる

認力

●小切手の

叢り出し・
支払い ・不

渡りなどの

処理、作成
の習熟

●約束手形

の撮り出し
・支払い ・

不渡り・裏

書 。遍及な
どの飽風

作成の習熟

●慮彙活動
おいて小切

手・約東手

形のしくみ
・役割 ・意

義の理解と

有効活用

70 実習準備

実習

0実 習準傭
・コンビェー,に会杜登録

・開始貸借対照衰

・嬢行との当座契約
・必妻書類の購入

・商品の仕入
・陶品の在犀数量、価

轄の決定

等
o異 習

・パソコン遍信の利用

(見積依頼書、見積書

注文書)
・OA概 器の利用

●OA機 器
を利爾した

実習への興

味・関心等
の育成

●主体的 ・
積極的な実

冒への参加

●役割の理

解と適切な
分担

●自己の適
正理解

●実習を合
理的 ・効寧

的に行う適

切な判断と
理解

●OA概 器

等の実習に
関わる鼓能

等の有効活

用 ・習熟
●帳簿記入
の習熟

●輿習を通

して廟禦活
助のしくみ
・役割 ・窓

畿の理解
●陶粟活動

におけるO
A楓 器の役

割 ・活用の

理躰
4 コミェニト沁

ン

○話し方、文章等による
コミ3ニケー沁ンの重嬰性の

理解
・話し方の技術

・文隼の雪き方

●コミ調ニケーカ

ン への興味

・閲心等の

青域

●文章の作

成目的によ
るコミ3ニケー%

ン彼法の適
切な選択

●文章の作

成 ・話し方
の技縮の習

熟

●人周社会

におけるコ1
ユ診一内ンの

役割 ・意義
の理解

m 決 算 O決 算準欝
・,ンピュータへの入力もれ

の確躍
・鰻鐘残高と真際幾高

の照合

○決算整埋
・期末陶晶儲卸高の算

定
・貸倒引当金の設定
・棚卸誠耗の娼理

・決算整埋仕訳とコンビ呂
一,への入力娼環

O財 務諮褒の作成
・損益計算書

・貸倦対照衰

●決算準循
・整理への

興味・関心

等の育成
●財務藷衰

の作成への

積極的な取
岨

●準備作梁
の意義の理

解と適切な
処瑠

●決算のし
くみを理解

し、帳薄記
入とコンピュー,

入力の関連
を適切に判

斯し、理屏

する能力

●決算整瑠

の傭紀入の

習熟 ・作成
●財務緒衰
の作成

●刀ピェークの

有効活用

●準爾作案

を能率的に

達行するた
めの披能の

習熟
●財務傭褒

の作成の習
熟

●コンビ呂づ入

力の活用 ・
習熟

釦 売買取引

(2)

○勲京商店 ・大販藺店に

分け、一人一陶店で取

引を行うことによって
売翼のしくみの環解

0代 金の支払手段として
現金の他に小切手・約

棄手形を用いる

Q各 種書類の作成、添状
の作戚

○各種帳簿の記入

●寅習への

積極的な参

加
●夷習を通

じて売買取

引への貝昧
・閲心等の

宵成

●獲習を遍
じて発買取

引のしくみ
を環解し、

各種幅鐘 ・

各種書類を
適切に判断

し作成する
能力

●各種書顯
・添伏の作

成の習熟
●各租頓瞳

の肥入の習

熟

●向案活助
における売

買取引の愈

義 ・役翻の
理解

20 決算につ
いて

○快算整環
・棚卸衰の作成

・舗算衰の咋成
・決算整理仕訳の妃入

・決算娯讐仕訳の紀入

・纏勘定元轍の締切り
・繰越試算衰の紀入

○財務鋳衰
・損益計算書の偉成

・貸億対照衰の作成

●寅冒を遍

じて決算へ
の貝味・蘭

心等の宵成

●主体的 ・
檜鮨的な帳

簿記入、財
務陪衰の作

成

●決算のし

くみを埋艀

し正稼に迅
遭に記鰻で

きる能力

●売買取引
と峡算の関

達の理解

●実琶を通
して快算の

しくみの理
解

●財務旛褒

の愈義 ・役
翻の理解

●快算整理

の手剛の瑠

解 ・帳鐘肥
入の習熟

●財務賭褻
の作成の習

熟

且o ,ンピ2一タの

しくみと
基本換作

.03ンピ2一タの し くみ とキ ー

の基本嫉 修

●コンピュ・,へ

の貝壕 ・関
心辱の宵成

●惰籍を的

櫨にとらえ

、適切に判
断 ・理解

●キー擬作
の習熟 ・理

解

●向窺活助
における,ン

b-,の 役割
・童義の理

解

一22一
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年間指導計画案(第3学 年)
.、..ぜ

自己評価票

配

当

単 元 学冒の内容
学■の目潔

時 開心 ・意歌 患考 ・料噺 妓鮨 ・衰現 句蹴 ・埋解
聞 ・態度

4 オ亨ニンラーシ, 0校 外学冒の憲義 ・ねら ●校外学宵 ●役翻の愈 ●簿記 ・O ●校外爽琶
ン いの理解 への興味 ・ 義と趨切な A鎮 響等の の愈襲の遭

O役 劇の堰解と分担(加 胴心等の育 分櫨 陶彙に翼わ 切な遭解
海聾トム の形成 》 成 ● 自己の適 る披箆辱の

正理鰐 有効話用

7 爽冒齢画 O経 営計●の作成 ●軽営冒理 ●全杜的筏 ●効累的な ●真施計目
の作成 ・販亮員活助 的桑務への 点での爽施 実施叶顧書 の適切な立

・店 ●艘計 口咲 ・関心 計口の作成 の作虞 案 ・寅施
・予算糊成 辱の冑成
・遭 捗挟況の把 置

辱
O贈 亮貯翼の作成 ●販売計圏 ●経官齢■ ●樫雷叶画 ●販発静口

・死 上目蟹の設 定 への興味 ・ に蕃つ いた に基づいた の適切な立
・販 亮予算の編 喰 関心等の宵 販売齢口の 有効な販売 案 ・実施
・販発 価轄の快 窮 成 作成 真施計冨書

等 の作戚
O仕 入計口の作成 ●仕入叶■ ●経言叶奮 ●経蹴†疇 ●仕入計国

・仕 入陶屍、仕 入先の への貝味 ・ に基づ いた に蕃ついた の遭切な立
快定 瞬心等の冑 仕入紆口の 脊効な仕入 案 ・裏旛

・仕 入数量、仕入 時期 成 作成 爽慮叶画書
の決定 の作成

・仕 入霞存の決 定 ●在鼠管理 ■仕入計口 ●仕入齢口 ●窪庫管埋
・適 切な在庫管理 への貝味 ・ に基づ いた に基づいた 計画の適切
・麟品 の受け取 り、払 閲心奪の宵 窪庫蜜理叶 在瞳蜜堰の な立案 ・異
出しの雪堰 戚 冒の作成 真魔齢薗の 施

等 作成

8 プレじンジーシ, Oル 骸テーション の意義 と榛 ● ゴレcン,一 シ, ■文書の作 ● 鱈し方 ・ ●ル昏テー酒
ン 翻の理解 ンへの貝味 賎 目的 によ 晃闘彼法と ン妓薩の理

・有 効的な鱈 し方 ・開心等の る プレ{ンラーシ. OA嶺 墨に 解と冒熟
・OA鳳 轟の活周 宵成 ン披怯 の適 よ弓有効活 ●プ耀ン予一%
・各穏齢口書の咋 成 ●0A頓 認 切な選只 用 ン の有効落
・各租企鷹書の作 成 への貝味 ・ ●遭切な0 用判用の方
・各穂耀倦書の作 成 関心辱の青 A織 露 の選 法
・鷺聞の彼法 成 鍛

7 寅口摩爾 O罎 唇齢画に善づく突習 ●爽冒計■ ●脊鞭的関 ■効票的な ●爽■叶画
(D の膨戚 作成への主 迎 壱掩,た 輿口齢置書 の適切な立

・予驚の決定 体的 ・積蟹 突冒肝■の の柞成 案 ・奥亀
・店●●設紡 的な3厘 作晩
・広告滑霞の細 成獲寛
・販売員の接客 闘繍

辱
O暇 売計0に 墓つく察冒 ●瞑発爽冒 ●全体を趣 ■効果的な ●販売突琶

の伽成 計疇僻虞へ して有効的 厭売察■計 計置の適切
。低入5絡 に ともな う の主体的 ・ な販売突冒 闘の咋戚 な立案 ・寅
販亮5絡 の決定 庫歌的な参 計口の作或 施

9段 入糎当轡 との金暖 珈
辱

O仕 入跨画導こ蒼づ く爽冒 ●仕入爽冒 ●全偉を遍 ●効果的な ●仕入寅冒
の作虐 針爾作戒へ して盲 勅的 仕入典冒叶 計画の選切
・仕入輌籍の快 定 の主偉的 ・ な仕入爽冒 口の作虞 な立案 ・寅
・ほ入先との交 夢 意敬的な撃 齢口の炸戚 施
・販売廻当響 とのΩ饒 脚

等

15 爽冒駆弼 O各 突冒齢■に墓つく設 ●役獅分痕 ●自葡作鍵 ●oA臓 塁 ●摩儒作鎮
(2) 麟分掴ごとのo霞 露嬢 ごとの主体 の寡繊 の珊 穿の藺嚢に と籠準的に

の寅絶 的 ・覆腫的 騨と適切な 開わる技傭 違行すろた
.各 薦響への予算釦 の な拳億作粟 夷魔 等の溝用 めの披脆の
配け への9加 冒熟

・●8の 憂入れ と貞検 ●各真冒計 ●準霞柞桑 ●準億作集
・賑兜員の捜霧胴働 隔に麓づ い を遍 して捜 の竜行快況
・レジ鋤露翻絢 て零察 しな 俺の冒熟 の弼鰹 ・題
・廟 品の鷺列 が らの鵬儒 屏
。店 ●●の内襲鳶領 作擬の爽緬

等

60 爽響 O爽 冒を遍して繧霊に闘 ●主体的 ・ ●各役御ご ●障 紀 ・0 ●奥冒を通
わる鐘活助を瑠解する 積唇的な爽 との爽冒叶 A頓 器曝の して経言落
・現Ω、自品等の璃 高 寛駐醤爽旛 ■の爽 施 膚桑 に関わ 助の■脚
顛合 への9加 る鼓臆辱の

・売 上自漏の牙所 脊効后用
・佳 入潮品の分折
。堵●●内襲、H7,} ●各廻当周 ●突■状配 ●,… 菖ニケーン, ●爽■壱遍
の貞検 の主偉的 ・ を分軒 ・彪 ン彼 怯の摺 して茨1二,一

。較支籍砦8の 郡虞 と 棚頓的な違 麺 用 内ン の重更

分腕 携嗜助 幡の理解
・玄払軽費の管堰

等

【0 財聾鰺嚢 O財 獅●褻の彊喰 ●財茜塘農 ●隊務鱒衰 ●財務陰喪 ●財婁諭褒
の侮歳 ・ ・● 鐘の霊運 の悸虞 ・分 の麹切な分 の作腹 の「r虞・分
鈴鰐 ・禰塗紛算●の搾成 駈への賦極 鯨 ●言鍵電告 軒方法の冒

・銅O対 照衰の炸虞 的触敢岨み 書の悸虞 熟
辱 ●営露鯉@

O助 務口褒の分鍔と霞雷 書の作成方
活勘との鱒わりの瑠震 棲の冒熟
・賛 鋤耗8
・画 畠廷寧

・売 上覇益寧

等
08禦 輌曾魯の霧載

9月22日 1年A組 隆番氏名 ●● ●● 機関名
「

東京第一商店

本日の営業 発送されてきた商品を点検する。納品書 ・請求書を確認する。商品受取書を

目揉 作成 し、送付する。仕訳帳 ・総勘定元帳 ・仕入帳 ・商品有高帳に記入する。

段 階 業務内容 営 業 活 動 関心 。意欲 態度 理解

身だしなみ等 ・正 しい服装 ・名札の着用 A A A

の点検 ・髪 。爪 ・書類等の準傭

準 備 前回の仕事の 注文書を作成 し、相手に送付する。 A A A

確認 注文請書を受け取りフアイルする。

・注文した商品の金額と講求書の金額

本日の諸注意 を確躍する。 A A A

及び指示 ・帳簿記入の説明(仕 入帳、商品有高

帳)

・発送されてきた商品を点検する。

・納晶書、請求書の確認。

・商品受取書を作成して、送付する。

・帳簿記入(仕 訳帳、総勘定元帳、仕

営業中 本日の業務計 入帳、商品有高帳) A A B

画

.

本日の反省 ・商品有高帳の払出 しの単価のところ

が理解できなかった。

まとめ

次回の予定 商品の代金を支払 う。帳簿記入。

A A B

領収書の受け取り。

授業計画案

単元名 取引のしくみと帳簿記入 配当時間 3時 聞/i6時 闇 実施学年 1

本 時 売買契約の履行ということで本時では商品の納入の部分を理解させる。とくに、

の 帳簿記入として仕入帳 ・商品有高帳の記入を習得させる。

ねらい

段 学習話動 指導上の

階

学習内容

関心 。意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解 留意点

商品の納入の 契約の履行に関心 一連の手順 商品の納入 商品の納入 一連の手

導 ところの一連 を持ち、自発的な を主体的に のところの の一連の手 顛を理解

入 の手願を理解 学習態度を持って 考察する態 各書類の記 順を理解し させる

する いる 度を身につ 入を習得し ている

けている ている

仕訳帳 。絵勘 帳簿組繊に関心を 通常の取引 仕訳帳 ・総 通常の取引 実際に物

定元帳 ・仕入 持ち、主体的に意 と簿記上の 勘定元帳 ・ と簿記上の が移勤し

展 帳 ・商品有高 欲を持って学習活 取引を適切 仕入帳 ・商 取引の相違 たり、債

帳の記帳練習 動を継続 している に朝断する 品有高帳の を理解して 権・債務

を行う。とく 能力を身に 一連の帳簿 いる が発生し

に、仕 入帳 ・ っけている 記入を習得 ないと薄

開 商品有高帳を している 記上は取

中心に一遷の 引とはな

手順を理解す

る

らない

ま 帳簿記入 ・各 自発的に積極的に 一連の手順 帳簿記入 ・ 一連の手願 取引に対

書類の記入を 意欲を持って学習 を主体的に 各書類の記 を理解し、 して帳簿

と 一連の手順に する態度を身につ 判断する能 入を習得し 基本的な知 記人 ・各

従 って作成す けている カを身につ 'て い る 識を確実に 書頽が確

め る けている 身につけて 実に記入

いる できる
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た能力 や技能 を発揮 す る生徒 が多 い。

そ こで、科 目の性格上 、教 師側 が得 た資料だ けで評価す るので はな く、生 徒 自 らの行動 を 自

己評価 させ ることによ って、生徒一人一人 に学 習に関す る興 味 ・関心 ・意欲 を持 たせ ることが

で きると考 える。 また、生徒 の自己評価 は、 自らの学 習状況 を的確 に把握 し、生徒 自 ら修 正 で

きる能力 を育成す ることがで きるとともに自己教育 力を高め ることもで きる。 このよ うに 自己

評価を行 い自己を発見 し、見 つめ直す ことにより、学 習に対 す る興味 ・関心 ・意欲 を引 き出 す

ことがで きる と考 え る。

皿 おわ りに

昭和45年 に全 国に170万 人 いた職業科 の生徒 は現在120万 人 といわれ、高校生 全体 の構i成比 も

40%か ら24%に 低下 してい る。 こうした現状 に対応す るために様 々 な取 り組みが なされて い る

が、本委員 は、新 しい視点 か ら商業教育 を再構築 し、「生徒 が主体 的 ・意 欲的 に学 習 に取 り組

む ことがで きる指導方法 と評価 の在 り方」を本年度研究 して きた。各分野 の研 究内容 を要 約 す

れば、次 のよ うにま とめ ることがで きる。

(1>定 時制課程における 「流通経済」の指導に当たって、教科書 に示された目次通 りの授業展開では

なく、生徒の生活体験に即 して指導内容を工夫 した指導により、学習への興味 ・関心を引き出す こ

とをねらった指導計画案の試案。

「商業デザイン」の指導に当たって、作品の製作を通 して、表現力 ・創造力 ・集中力を育 み、そ

れを新 しい学力観 に基づいて評価する実践事例。

(3)「 簿記」の指導に当たって、検定やコンクールを活用 し、自信を持たせる授業によって、学習意

欲や関心を持たせ、自ら進路希望を考えさせる実践事例。

「課題研究」の指導に当たって、簿記の基礎的な知識 ・技能に基づ き、その成果を発展 させるた

めに、「管理会計」をテーマに問題解決型の思考を積極的に取 り入れた授業展開例の試案。

∴/}膨 〃 ・

(5)「 総合実践」に関わる二っの報告は、AV機 器やコンピュータシステムを有効 に活用 し、企業の

活動分析や経営分析を通 して、思考力 ・判断力の育成を目指 した課題解決型の総合実践の指導例で

あ り、また、低学年より履修させることによって、高学年での現場実習を実現 し、企業の経営活動

全体を把握させようとする総合実践の指導例。

以上 、一 つ のテーマにっ いて専 門的な分野 か ら個性的 な研究 。討議 が行 われた ことは、非 常

に有意義 であ った。紙面 の都合上 、割愛 せざるを得 なか った分野 も多 くあ ったが、それ らは今

後 、各研 究委員の課題 と し、商業教育 の取組 みの中 に本研究 の成果 を生か して い きた い。様 々

な教育 改革 が なされて いるが、「教育」 は、生徒 と教 師の人 間的なぶ っか りあ いで あ り、 そ の

意味 で、私 た ち教師の資質が大 きく問われている。教育現場 の中か ら得 られるものを大切 に し、

毎 日の教育 実践を進 め ることが重要 であ る。
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